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松之山郵便局

2月14日から窓ロ時間改正

区　　　別 平　　　　日 土　曜　日 日曜祭　日

窓口取扱時間

午前9時00分から

午後5時00分まで

午前9時00分から

午後0時30分まで

窓口取扱時間外

　　の取扱時間

午前8時00分から

午前9時00分まで

　　及び
午後5時00分から

午後5時30分まで

午前8時00分から

午前9時00分まで

　　及び
午後0時30分から

午後5時00分まで

午前9時00分から

午後0時00分まで

※取扱時間外では、料金後納とする日刊新聞、速達（航空含む）郵便物の

料金納付のために使用する切手類のみ売さばき。

※松之山湯本局及び浦田局の窓口取扱時間は従前どおりです。
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赤い羽根共同募金にご理解とご協力いただき、

誠にありがとうございましたc
募金内訳

〉戸別（部落）募金

〉職域 募金

〉学校募金

820，485ド」

35，（〕651弓

54，578卜q

1
月
に
あ
っ
た
行
事

7
日
　
選
挙
管
理
委
員
会

13

日
　
農
業
委
員
会
総
会

15

日
　
む
こ
投
げ
、
す
み
ぬ
り
祭

21

日
　
国
保
運
営
協
議
会

　
　
　
ス
キ
i
場
建
設
委
員
会

22

日
　
消
防
委
員
会

胆
日
　
議
会
建
設
委
員
会

25

日
　
議
会
産
業
経
済
委
員
会
（

　
　
　
十
六
日
ま
で
）

27

日
　
議
会
総
務
民
生
委
員
会
（

　
　
　
十
八
日
ま
で
）

31

日
　
民
生
委
員
協
議
会

ー
①
5
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82ヘクタール松之山町の目標面積

2，588，220キロ限度数量
昭和57年度の転作実績

三
年
連
続
の
不
作
で

十
七
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
緩
和
さ
れ
る

　
今
年
の
水
田
再
編
対
策
の
転
作
目

標
面
積
と
米
の
売
渡
し
申
し
込
み
限

度
数
量
の
配
分
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
町
の
目
標
面
積
が
八
十
二
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
限
度
数
量
二
五
八
万
八
、
二

二
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
四
万
三
、
一
三

七
俵
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
三
年
連
続
の
不
作
で
米
の
在
庫
が

低
下
し
て
き
た
為
、
全
国
で
当
初
の

目
標
面
積
よ
り
七
万
七
千
ヘ
ク
タ
ー

ル
軽
減
し
六
十
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
措
置
に
よ
っ
て
、
第
二
期
間

中
の
目
標
面
積
か
ら
県
で
は
三
千
八

八
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
町
で
は
十
七
、
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
県
の
目
標
面
積

　
　
　
二
万
一
、
一
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

○
町
の
目
標
面
積

　
　
　
　
　
　
　
八
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

○
限
度
数
量

　
う
る
ち
二
五
〇
万
九
、
三
八
○
キ
ロ

　
　
　
　
　
（
四
万
一
、
八
二
三
俵
）

　
も
　
ち
　
　
七
万
八
、
八
四
〇
キ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
（
一
、
三
一
四
俵
）

合
　
計
二
五
八
万
八
、
二
二
〇
キ
ロ

　
　
　
　
　
（
四
万
三
、
一
三
七
俵
）

　
町
で
は
、
耕
作

面
積
が
年
々
減
少

し
て
い
く
中
で
、

こ
れ
以
上
耕
作
面

積
を
減
ら
し
た
く

な
い
と
い
う
考
え

か
ら
、
米
の
限
度

数
量
を
確
保
す
る

と
共
に
水
田
利
用

再
編
対
策
で
は
、

畜
産
と
結
び
つ
け

た
耕
地
の
有
効
利

用
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
（
部
落
）
ぐ

る
み
の
集
団
転
作
を
推
進
し
畑
地
造

成
な
ど
で
複
合
経
営
を
め
ざ
し
農
家

の
所
得
が
向
上
す
る
よ
う
転
作
を
す

す
め
て
い
き
ま
す
。

　
転
作
の
実
施
に
当
っ
て
は
、
農
家

個
々
の
自
主
的
な
実
施
計
画
に
よ
り

町
全
体
及
び
地
域
の
対
策
を
図
っ
て

い
き
た
い
の
で
農
家
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
管
理
転
作
田
は
年
々
荒
れ
て
き
て
、

お
り
、
ま
た
所
得
の
向
上
か
ら
も
出

来
る
だ
け
一
般
作
物
（
大
豆
・
ト
マ

ト
・
イ
ン
ゲ
ン
等
）
に
転
作
し
て
下

さ
い
。

　
転
作
期
限
の
き
れ
た
定
着
分
に
つ

い
て
は
、
規
定
の
本
数
に
満
た
な
い

場
合
補
植
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
杉
は
一
〇
ア
ー
ル
当
り
三
〇
〇
本
、

か
き
・
く
り
は
四
〇
本
、
く
る
み
は

二
五
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
転
作
実
積
は
目
標
八
六
・

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
し
て
九
五
・
二
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
二
〇
％
の
実
施
率

で
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

目　標

面　積

（A）

実　施

戸　数

転　作

面　積

（B）

実施率

（B）

一　一（A）

松之山 260 19 266．2 102．3

兎　　口 70 6 73．4 104．8

光　　間 75 8 78．9 105．2

新　　山 80 10 84．2 105．2

水　　梨 350 25 405．4 115．8

小　　谷 142 6 151．0 106．3

大荒戸 450 26 474．8 105．5

下川手 260 20 295．9 113．8

上川手 355 38 400．2 112．7

湯　　山 260 28 343．6 132．1

五十子平 123 12 128．5 104．4

坪　　野 255 13 305．2 119．6

赤　　倉 60 4 79．1 131．8

東　　山 40 5 41．6 104．0

湯　　本 100 15 105．7 105．7

天水越 360 43 508．0 141．1

天水島 595 40 716．0 120．3

藤　　倉 177 16 181．3 102．4

中　　尾 245 24 255．1 104．1

東　　川 55 19 60．0 109．0

上蝦池 195 17 209．3 107．3

下蝦池 100 9 107．4 107．4

小　　計 4，607 403 5270．8 ”4．4

藤　　原 40 5 43．1 107．7

曽　　根 295 22 302．5 102．5

新　　田 240 17 250．5 104．3

上之山 93 7 109．8 118．0

湯之島 170 21 225．3 132．5

中立山 750 15 771．5 102．8

田麦立 520 20 528．0 101．5

月　　池 320 11 324．7 101．4

坂　　中 125 5 130．3 104．2

豊　　田 375 20 383．8 102．3

北浦田 370 21 392．2 106．O

西之前 205 16 229．3 111．8

黒　　倉 540 32 563．2 104．2

小　　計 4，043 212 4254．2 105．2

合　　計 8，650 も15 9525．0 l　IO．1

a a ％
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今
年
は
“
選
挙
の
年
”

　
　
　
　
　
　
県
議
・
参
院
・

統
一
地
方
選
挙
で
は

四
月
＋
日
県
議
選

　
四
年
に
一
回
、
春
に
ま
と
め
て
行

わ
れ
る
地
方
選
挙
の
こ
と
を
統
一
地

方
選
挙
と
い
い
、
昭
和
二
十
二
年
四

月
の
第
一
回
地
方
選
挙
以
来
、
今
年

で
十
回
目
を
迎
え
る
こ
の
選
挙
は
、

三
月
か
ら
五
月
の
三
か
月
間
に
任
期

満
了
を
迎
え
る
地
方
自
治
体
の
首
長
、

議
員
合
わ
せ
て
二
、
六
九
〇
件
に
つ
い

町
長
・

て
四
月
十
日
（
日
）
と
二
十
四
日
（
日
）

に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
四
月
十
日
に
は
東
京
都
な
ど
十
二

都
道
府
県
知
事
選
挙
を
は
じ
め
四
十

四
道
府
県
議
、
政
令
指
定
都
市
の
二

首
長
と
九
市
議
選
挙
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
四
月
二
十
四
日
に
は
一
般

の
市
一
四
六
市
長
、
三
八
六
市
議
や

東
京
特
別
区
の
二
〇
区
長
、
二
三
区

議
、
七
四
一
町
村
長
、
一
、
三
〇
七
町

村
議
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

町
議
選

衆
院
選
の

可
能
性
も
強
ま
る

　
町
で
は
、
四
月
十
日
の
統
一
地
方

選
で
県
議
（
任
期
四
月
二
十
九
日
）

七
月
に
参
議
院
議
員
の
任
期
が
終
了

し
ま
す
の
で
六
月
（
予
定
）
に
参
院

選
挙
、
九
月
に
町
長
（
九
日
）
町
議

（
五
日
）
の
任
期
が
終
了
し
ま
す
の

で
八
月
（
予
定
）
に
町
長
、
町
議
の

選
挙
も
あ
り
、
地
方
選
挙
と
国
政
選

挙
が
重
な
る
「
選
挙
の
年
」
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
選
挙
に
加
え
衆
院
解
散
、

総
選
挙
の
可
能
性
も
強
ま
っ
て
き
ま

し
た
。
地
域
住
民
に
は
よ
り
身
近
な

地
方
選
挙
だ
け
に
審
判
の
結
果
が
注

目
さ
れ
ま
す
。

”1””1”””1

幽／

新
潟
県
議
会
議
員
選
挙

評
出
稼
者
は

不
在
者
投
票
を

つ
．
　
’

○
、
ζ
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，
－
〃
％
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噸
b
メ
選
誉

　
新
潟
県
議
会
議
員
選
挙
は
次
の
日

程
で
執
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
今
回
は
二
名
立
候
補
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
と
く
に
出
稼
者
の
家
族

の
方
は
、
不
在
者
投
票
の
手
続
き
に

十
分
ご
留
意
願
い
ま
す
。

一
、
選
挙
執
行
日
程

　
ω
告
示
日
　
三
月
二
十
九
日
㈹

　
⑭
立
候
補
届
出
期
間

　
　
　
三
月
二
十
九
㈹
・
三
十
日
㈹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
偶
投
票
日
　
四
月
十
日
ω

二
、
出
稼
者
の
不
在
者
投
票
に
つ
い

　
　
て

ω
不
在
者
投
票
の
請
求
（
宣
誓
書

　
の
提
出
）

　
選
挙
期
間
（
十
日
間
）
が
短
い

の
で
、
出
稼
世
帯
の
家
族
の
方
は

出
稼
者
本
人
に
電
話
で
直
接
不
在

者
投
票
請
求
の
有
無
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
、
不
在
者
投
票
を
す
る

場
合
は
家
族
が
告
示
日
（
三
月
二

十
九
日
）
ま
で
に
松
之
山
町
選
挙

管
理
委
員
会
に
請
求
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

請
求
書
（
宣
誓
書
）
は
部
落
総
代

を
通
じ
て
出
稼
世
帯
に
配
布
す
る

予
定
で
す
。

⑭
投
票
用
紙
の
送
付

　
請
求
書
（
宣
誓
書
）
を
提
出
さ

れ
た
出
稼
者
に
つ
い
て
、
松
之
山

町
選
挙
管
理
委
員
会
は
出
稼
者
に

投
票
用
紙
等
を
郵
送
し
ま
す
。

㈹
出
稼
先
で
投
票

　
　
出
稼
者
は
投
票
用
紙
が
送
付
さ

　
れ
た
ら
速
や
か
に
当
該
地
の
選
挙

　
管
理
委
員
会
に
行
き
、
そ
こ
で
不

　
在
者
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
四
月
七
日
ま
で
に
不
在
者
投
票
を

　
し
な
い
と
松
之
山
町
に
到
着
し
ま

　
せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

三
、
町
内
在
住
者
の
不
在
者
投
票
に

　
　
つ
い
て

　
　
選
挙
当
日
用
務
等
で
投
票
で
き

　
な
い
方
は
、
選
挙
の
前
日
ま
で
に

　
不
在
者
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。
、
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82ヘクタール松之山町の目標面積

2，588，220キロ限度数量
昭和57年度の転作実績

三
年
連
続
の
不
作
で

十
七
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
緩
和
さ
れ
る

　
今
年
の
水
田
再
編
対
策
の
転
作
目

標
面
積
と
米
の
売
渡
し
申
し
込
み
限

度
数
量
の
配
分
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
町
の
目
標
面
積
が
八
十
二
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
限
度
数
量
二
五
八
万
八
、
二

二
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
四
万
三
、
一
三

七
俵
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
三
年
連
続
の
不
作
で
米
の
在
庫
が

低
下
し
て
き
た
為
、
全
国
で
当
初
の

目
標
面
積
よ
り
七
万
七
千
ヘ
ク
タ
ー

ル
軽
減
し
六
十
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
措
置
に
よ
っ
て
、
第
二
期
間

中
の
目
標
面
積
か
ら
県
で
は
三
千
八

八
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
町
で
は
十
七
、
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
県
の
目
標
面
積

　
　
　
二
万
一
、
一
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

○
町
の
目
標
面
積

　
　
　
　
　
　
　
八
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

○
限
度
数
量

　
う
る
ち
二
五
〇
万
九
、
三
八
○
キ
ロ

　
　
　
　
　
（
四
万
一
、
八
二
三
俵
）

　
も
　
ち
　
　
七
万
八
、
八
四
〇
キ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
（
一
、
三
一
四
俵
）

合
　
計
二
五
八
万
八
、
二
二
〇
キ
ロ

　
　
　
　
　
（
四
万
三
、
一
三
七
俵
）

　
町
で
は
、
耕
作

面
積
が
年
々
減
少

し
て
い
く
中
で
、

こ
れ
以
上
耕
作
面

積
を
減
ら
し
た
く

な
い
と
い
う
考
え

か
ら
、
米
の
限
度

数
量
を
確
保
す
る

と
共
に
水
田
利
用

再
編
対
策
で
は
、

畜
産
と
結
び
つ
け

た
耕
地
の
有
効
利

用
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
（
部
落
）
ぐ

る
み
の
集
団
転
作
を
推
進
し
畑
地
造

成
な
ど
で
複
合
経
営
を
め
ざ
し
農
家

の
所
得
が
向
上
す
る
よ
う
転
作
を
す

す
め
て
い
き
ま
す
。

　
転
作
の
実
施
に
当
っ
て
は
、
農
家

個
々
の
自
主
的
な
実
施
計
画
に
よ
り

町
全
体
及
び
地
域
の
対
策
を
図
っ
て

い
き
た
い
の
で
農
家
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
管
理
転
作
田
は
年
々
荒
れ
て
き
て
、

お
り
、
ま
た
所
得
の
向
上
か
ら
も
出

来
る
だ
け
一
般
作
物
（
大
豆
・
ト
マ

ト
・
イ
ン
ゲ
ン
等
）
に
転
作
し
て
下

さ
い
。

　
転
作
期
限
の
き
れ
た
定
着
分
に
つ

い
て
は
、
規
定
の
本
数
に
満
た
な
い

場
合
補
植
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
杉
は
一
〇
ア
ー
ル
当
り
三
〇
〇
本
、

か
き
・
く
り
は
四
〇
本
、
く
る
み
は

二
五
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
転
作
実
積
は
目
標
八
六
・

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
し
て
九
五
・
二
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
二
〇
％
の
実
施
率

で
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

目　標

面　積

（A）

実　施

戸　数

転　作

面　積

（B）

実施率

（B）

一　一（A）

松之山 260 19 266．2 102．3

兎　　口 70 6 73．4 104．8

光　　間 75 8 78．9 105．2

新　　山 80 10 84．2 105．2

水　　梨 350 25 405．4 115．8

小　　谷 142 6 151．0 106．3

大荒戸 450 26 474．8 105．5

下川手 260 20 295．9 113．8

上川手 355 38 400．2 112．7

湯　　山 260 28 343．6 132．1

五十子平 123 12 128．5 104．4

坪　　野 255 13 305．2 119．6

赤　　倉 60 4 79．1 131．8

東　　山 40 5 41．6 104．0

湯　　本 100 15 105．7 105．7

天水越 360 43 508．0 141．1

天水島 595 40 716．0 120．3

藤　　倉 177 16 181．3 102．4

中　　尾 245 24 255．1 104．1

東　　川 55 19 60．0 109．0

上蝦池 195 17 209．3 107．3

下蝦池 100 9 107．4 107．4

小　　計 4，607 403 5270．8 ”4．4

藤　　原 40 5 43．1 107．7

曽　　根 295 22 302．5 102．5

新　　田 240 17 250．5 104．3

上之山 93 7 109．8 118．0

湯之島 170 21 225．3 132．5

中立山 750 15 771．5 102．8

田麦立 520 20 528．0 101．5

月　　池 320 11 324．7 101．4

坂　　中 125 5 130．3 104．2

豊　　田 375 20 383．8 102．3

北浦田 370 21 392．2 106．O

西之前 205 16 229．3 111．8

黒　　倉 540 32 563．2 104．2

小　　計 4，043 212 4254．2 105．2

合　　計 8，650 も15 9525．0 l　IO．1
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今
年
は
“
選
挙
の
年
”

　
　
　
　
　
　
県
議
・
参
院
・

統
一
地
方
選
挙
で
は

四
月
＋
日
県
議
選

　
四
年
に
一
回
、
春
に
ま
と
め
て
行

わ
れ
る
地
方
選
挙
の
こ
と
を
統
一
地

方
選
挙
と
い
い
、
昭
和
二
十
二
年
四

月
の
第
一
回
地
方
選
挙
以
来
、
今
年

で
十
回
目
を
迎
え
る
こ
の
選
挙
は
、

三
月
か
ら
五
月
の
三
か
月
間
に
任
期

満
了
を
迎
え
る
地
方
自
治
体
の
首
長
、

議
員
合
わ
せ
て
二
、
六
九
〇
件
に
つ
い

町
長
・

て
四
月
十
日
（
日
）
と
二
十
四
日
（
日
）

に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
四
月
十
日
に
は
東
京
都
な
ど
十
二

都
道
府
県
知
事
選
挙
を
は
じ
め
四
十

四
道
府
県
議
、
政
令
指
定
都
市
の
二

首
長
と
九
市
議
選
挙
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
四
月
二
十
四
日
に
は
一
般

の
市
一
四
六
市
長
、
三
八
六
市
議
や

東
京
特
別
区
の
二
〇
区
長
、
二
三
区

議
、
七
四
一
町
村
長
、
一
、
三
〇
七
町

村
議
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

町
議
選

衆
院
選
の

可
能
性
も
強
ま
る

　
町
で
は
、
四
月
十
日
の
統
一
地
方

選
で
県
議
（
任
期
四
月
二
十
九
日
）

七
月
に
参
議
院
議
員
の
任
期
が
終
了

し
ま
す
の
で
六
月
（
予
定
）
に
参
院

選
挙
、
九
月
に
町
長
（
九
日
）
町
議

（
五
日
）
の
任
期
が
終
了
し
ま
す
の

で
八
月
（
予
定
）
に
町
長
、
町
議
の

選
挙
も
あ
り
、
地
方
選
挙
と
国
政
選

挙
が
重
な
る
「
選
挙
の
年
」
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
選
挙
に
加
え
衆
院
解
散
、

総
選
挙
の
可
能
性
も
強
ま
っ
て
き
ま

し
た
。
地
域
住
民
に
は
よ
り
身
近
な

地
方
選
挙
だ
け
に
審
判
の
結
果
が
注

目
さ
れ
ま
す
。

”1””1”””1

幽／

新
潟
県
議
会
議
員
選
挙

評
出
稼
者
は

不
在
者
投
票
を

つ
．
　
’

○
、
ζ

　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
，
－
〃
％
1

噸
b
メ
選
誉

　
新
潟
県
議
会
議
員
選
挙
は
次
の
日

程
で
執
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
今
回
は
二
名
立
候
補
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
と
く
に
出
稼
者
の
家
族

の
方
は
、
不
在
者
投
票
の
手
続
き
に

十
分
ご
留
意
願
い
ま
す
。

一
、
選
挙
執
行
日
程

　
ω
告
示
日
　
三
月
二
十
九
日
㈹

　
⑭
立
候
補
届
出
期
間

　
　
　
三
月
二
十
九
㈹
・
三
十
日
㈹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
偶
投
票
日
　
四
月
十
日
ω

二
、
出
稼
者
の
不
在
者
投
票
に
つ
い

　
　
て

ω
不
在
者
投
票
の
請
求
（
宣
誓
書

　
の
提
出
）

　
選
挙
期
間
（
十
日
間
）
が
短
い

の
で
、
出
稼
世
帯
の
家
族
の
方
は

出
稼
者
本
人
に
電
話
で
直
接
不
在

者
投
票
請
求
の
有
無
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
、
不
在
者
投
票
を
す
る

場
合
は
家
族
が
告
示
日
（
三
月
二

十
九
日
）
ま
で
に
松
之
山
町
選
挙

管
理
委
員
会
に
請
求
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

請
求
書
（
宣
誓
書
）
は
部
落
総
代

を
通
じ
て
出
稼
世
帯
に
配
布
す
る

予
定
で
す
。

⑭
投
票
用
紙
の
送
付

　
請
求
書
（
宣
誓
書
）
を
提
出
さ

れ
た
出
稼
者
に
つ
い
て
、
松
之
山

町
選
挙
管
理
委
員
会
は
出
稼
者
に

投
票
用
紙
等
を
郵
送
し
ま
す
。

㈹
出
稼
先
で
投
票

　
　
出
稼
者
は
投
票
用
紙
が
送
付
さ

　
れ
た
ら
速
や
か
に
当
該
地
の
選
挙

　
管
理
委
員
会
に
行
き
、
そ
こ
で
不

　
在
者
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
四
月
七
日
ま
で
に
不
在
者
投
票
を

　
し
な
い
と
松
之
山
町
に
到
着
し
ま

　
せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

三
、
町
内
在
住
者
の
不
在
者
投
票
に

　
　
つ
い
て

　
　
選
挙
当
日
用
務
等
で
投
票
で
き

　
な
い
方
は
、
選
挙
の
前
日
ま
で
に

　
不
在
者
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。
、
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春
の
引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

目
の
回
る
よ
う
な
忙
し
さ
に
追
わ
れ

て
い
る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
引
っ
越
し
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
が
転
出
・
転
入
時
の
届
け
出
で
す
。

う
っ
か
り
し
て
手
続
を
忘
れ
る
と
、

選
挙
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
り
、
国

民
年
金
の
給
付
が
受
け
ら
れ
な
い
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
都
合
が
生
じ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
適
切
な
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
も
、
届
け

は
必
ず
出
し
ま
し
ょ
う
。

住
民
基
本

台
帳
へ
の
記
載

　
住
民
基
本
台
帳
へ
の
記
載
や
消
除

等
は
、
転
出
・
転
入
届
を
出
す
こ
と

に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
引
っ
越
す
日
と
転
出
先
の
住
所
が

分
か
っ
た
ら
、
役
場
で
転
出
証
明
書

を
も
ら
い
ま
す
。
転
入
届
は
、
引
っ

越
し
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
転
出

先
の
市
役
所
（
役
場
）
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
住
民
基
本
台
帳
は
、
住
所
、
世
帯

等
に
関
す
る
住
民
の
居
住
関
係
の
公

証
・
選
挙
人
名
簿
の
登
録
、
住
民
税

の
賦
課
徴
収
、
国
民
健
康
保
険
、
国

民
年
金
そ
の
他
、
住
民
に
関
す
る
事

務
処
理
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
転
入
届
を
出
さ
な
け

れ
ば
、
選
挙
権
の
行
使
や
国
民
健
康

保
険
の
給
付
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い

ば
か
り
で
な
く
、
義
務
教
育
就
学
の

も
と
に
な
る
学
齢
簿
の
作
成
も
で
き

な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
な
お
、
同
じ
町
内
で
住
所
を
変
え

た
と
き
は
“
転
居
届
”
を
出
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
の

　
　
　
届
け
出

　
そ
の
ほ
か
、
引
っ
越
し
の
際
に
は

次
の
よ
う
な
届
け
が
必
要
で
す
。

▽
印
鑑
登
録
証

　
返
却
し
、
転
出
先
で
新
た
に
申
請

　
し
ま
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
証

　
返
却
し
、
転
出
先
で
新
た
に
申
請

　
し
ま
す
。

▽
国
民
年
金

　
転
出
先
で
住
所
変
更
手
続
を
し
ま

　
す
。

▽
在
学
証
明
書

　
小
・
中
学
生
が
い
る
場
合
、
教
育

　
委
員
会
と
学
校
で
手
続
を
し
、
証

　
明
書
（
関
係
書
類
）
を
学
校
で
受

　
け
と
り
ま
す
。
そ
し
て
転
出
先
の

　
学
校
に
提
出
し
ま
す
。

▽
運
転
免
許
証

　
十
五
日
以
内
に
、
転
出
先
の
警
察

　
署
で
住
所
変
更
手
続
を
し
ま
す
。

　
自
動
車
の
あ
る
場
合
は
、
所
轄
の

　
陸
運
事
務
所
で
登
録
変
更
手
続
を

　
し
ま
す
。

▽
郵
便
局

　
郵
便
局
に
住
所
変
更
届
を
出
し
て

　
お
く
と
、
転
出
先
に
郵
便
物
を
転

　
送
し
て
も
ら
え
る
の
で
た
い
へ
ん

便
利
で
す
。

税
金
の
滞
納
は
割
に
合
わ
な

　
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち

国
民
が
健
康
で
豊
か
な
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
税
金
は
、
こ
の
よ
う
に
国
や
地
方

公
共
団
体
が
活
動
す
る
た
め
の
大
切

な
財
源
で
あ
り
、
私
た
ち
が
生
活
の

向
上
と
安
定
を
願
う
限
り
、
必
ず
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
共
通

の
経
費
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
税
金
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
納
め
る
期
限
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
申
告
納
税
制

度
の
ド
で
は
、
正
し
い
申
告
を
す
る

と
と
も
に
、
納
期
限
ま
で
に
納
税
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
納

期
限
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
い
と
、
滞

納
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
税
金
を
納
期
限
ま
で
に
完
納
し
な

か
っ
た
と
き
は
、
本
税
の
ほ
か
に
延

滞
税
も
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
延
滞
税
の
割
合
は
、
納
期

限
の
翌
日
か
ら
最
初
の
一
カ
月
問
は

年
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
後
は

年
十
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。

い

　
更
に
、
督
促
状
が
発
せ
ら
れ
て
か

ら
十
日
を
経
過
し
て
も
な
お
納
税
が

な
け
れ
ば
滞
納
処
分
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
納
税
者
が
所
有
し
て
い

る
財
産
に
対
し
て
差
押
え
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
差
押
え
が
行
わ
れ
ま
す
と
、
そ
の

財
産
に
つ
い
て
は
納
税
者
の
自
由
な

処
分
が
で
き
な
く
な
り
、
ま
た
、
納

税
に
つ
い
て
誠
意
が
認
め
ら
れ
な
い

場
合
に
は
差
押
財
産
の
公
売
等
に
よ

り
税
金
が
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

所
得
税
・
贈
与
税
の

申
告
と
納
税
は

三
月
十
五
日
ま
で

　
昭
和
五
十
七
年
分
の
所
得
税
・
贈

与
税
の
申
告
と
納
税
は
も
う
お
済
み

で
し
ょ
う
か
。
申
告
と
納
税
の
期
限

は
、
ど
ち
ら
も
三
月
十
五
日
で
す
。

な
る
べ
く
早
く
、
必
ず
期
限
内
に
済

ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

が
三
月
十
五
日
ま
で
に
申
告
し
な
か

っ
た
り
、
正
し
く
な
い
申
告
を
し
た

一「㍉《
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り
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を

納
め
る
だ
け
で
な
く
、
不
足
税
額
の

十
パ
ー
セ
ン
ト
又
は
五
パ
ー
セ
ン
ト

の
加
算
税
が
課
さ
れ
、
延
滞
税
も
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

不
正
な
行
為
が
あ
っ
た
よ
う
な
場
合

に
は
、
普
通
よ
り
重
い
加
算
税
が
課

さ
れ
ま
す
。
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こ
こ
に
掲
げ
た
図
書
は
、
主
に
昨

年
度
後
半
か
ら
の
も
の
で
す
、
利
用

者
の
少
な
い
の
が
悩
み
の
種
で
す
。

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に
は

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
や
月
刊
・
週
刊
雑
誌

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て
あ
り
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
図
書
室
利
用
時
間

　
平
　
日
・
午
前
九
時
～
午
後
四
時

　
土
曜
日
・
午
前
九
時
～
十
一
時

▼
休
館
日

　
日
曜
、
祝
祭
日
、
公
民
館
休
日
、

▼
貸
出
数
・
一
人
三
冊
以
内

▼
貸
出
期
問
・
十
日
間

（
た
だ
し
、
雑
誌
類
は
三
日
間
、
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
は
七
日
間
）

歴
　
　
史

戦
後
政
治
裁
判
史
録
（
全
一
〇
巻
）

栄
村
誌
（
上
・
下
巻
）

松
代
町
郷
土
史
（
教
育
編
）

写
真
集
・
ふ
る
さ
と
の
百
年
（
東
・

中
頸
、
南
魚
）

濁
流
の
記
録

長
柄
町
史

新
潟
県
史
（
現
十
二
巻
ま
で
）

房
南
捕
鯨
付
鯨
の
墓

高
田
歩
兵
第
五
八
連
隊
史

新
潟
歴
史
散
歩

図
説
北
越
雪
譜
事
典

探
訪
北
越
雪
譜
の
世
界

社
会
科
学

新
潟
藻
塩
草

機
会
と
場
を
生
か
す
作
文
指
導

書
け
な
い
子
を
な
く
す
作
文
指
導

作
文
指
導
の
領
域
と
方
法

作
文
の
指
導
過
程
（
全
三
巻
）

作
文
指
導
の
展
開
（
全
三
巻
）

自
然
科
学

人
間
回
復
の
老
年
医
学

エ
ゾ
ウ
コ
ギ
の
驚
く
べ
き
効
用

標
準
原
色
図
鑑
全
集
（
全
十
八
巻
）

産
　
　
業

公
家
・
武
将
の
庭

枯
山
水

数
寄
屋
の
庭

山
菜
賛
歌

原
色
押
花
の
作
り
方

ど
じ
ょ
う
養
殖
の
コ
ツ

タ
ニ
シ
、
人
口
養
殖
の
実
際

和
紙語

　
　
学

結
婚
式
の
司
会

式
辞
、
あ
い
さ
つ
事
典

ス
ピ
ー
チ
・
司
会
事
典

ス
ピ
ー
チ
笑
辞
典

新
潟
方
言
と
古
語

信
越
の
秘
境
秋
山
郷
の
こ
と
ば
と
暮
し

芸
　
　
術

現
代
演
劇

演
劇
に
お
け
る
時
間

落
語
長
屋
の
四
季

楽
し
い
キ
ャ
ン
プ

続
人
間
革
命

戯
曲
・
審
判
城

テ
レ
ビ
・
そ
の
余
白
の
思
想

た
の
し
い
人
形
劇
選
集

現
代
劇
集

舞
台
装
置
の
仕
事

舞
台
効
果
の
仕
事

戯
曲
集
（
上
・
下
）

演
出
者
の
道

演
劇
と
は
何
か

い
け
ば
な
辞
典

茶
道
辞
典

文
様
の
辞
典

浮
世
絵
鑑
賞
辞
典

近
代
日
本
洋
画
の
巨
匠
た
ち
展

墨
筆
一
日
一
首

地
侶
と
か
ね
っ
こ
り

図
解
ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ
ー
ジ

実
技
日
本
舞
踊
の
基
礎

図
案
と
略
画
の
事
典

浮
世
絵
価
格
事
典

草
木
染

文
化
と
芸
術
に
つ
い
て
の
対
話

芸
術
は
何
の
た
め
に
あ
る
か

芸
能
と
民
俗
学

伝
統
工
芸
技
法
大
事
典

演
出
者
の
道

体
育
ス
ポ
ー
ツ
事
故
判
例
の
研
究

体
育
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
現
状
と
課
題

舞
台
美
術
を
考
え
る

体
育
測
定
法

　
文
　
　
学

笑
い
の
発
想
法

だ
じ
ゃ
れ
大
事
典

中
国
名
詩
鑑
賞
辞
典

文
学
の
読
書
指
導

越
後
文
芸
史
話

ユ
ー
モ
ア
大
辞
典
（
上
・
下
）

ま
ん
が
日
本
昔
話
し
（
全
六
〇
巻
）

・
俳
句
歳
時
記
（
全
四
巻
）

　
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

天
皇
さ
ま
お
脈
拝
見

日
本
国
憲
法

開
幕
ベ
ル
は
華
や
か
に

北
の
人
名
録

チ
ョ
ッ
ち
ゃ
ん
が
行
く
わ
よ

気
く
ば
り
の
す
す
め

積
木
く
ず
し

　
雑
誌
類

暮
し
の
手
帖

月
刊
農

旅
の
手
帖

婦
人
公
論

文
芸
春
秋

現
代
農
業

壮
快

婦
人
百
科

き
ょ
う
の
料
理
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春
の
引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

目
の
回
る
よ
う
な
忙
し
さ
に
追
わ
れ

て
い
る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
引
っ
越
し
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
が
転
出
・
転
入
時
の
届
け
出
で
す
。

う
っ
か
り
し
て
手
続
を
忘
れ
る
と
、

選
挙
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
り
、
国

民
年
金
の
給
付
が
受
け
ら
れ
な
い
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
都
合
が
生
じ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
適
切
な
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
も
、
届
け

は
必
ず
出
し
ま
し
ょ
う
。

住
民
基
本

台
帳
へ
の
記
載

　
住
民
基
本
台
帳
へ
の
記
載
や
消
除

等
は
、
転
出
・
転
入
届
を
出
す
こ
と

に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
引
っ
越
す
日
と
転
出
先
の
住
所
が

分
か
っ
た
ら
、
役
場
で
転
出
証
明
書

を
も
ら
い
ま
す
。
転
入
届
は
、
引
っ

越
し
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
転
出

先
の
市
役
所
（
役
場
）
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
住
民
基
本
台
帳
は
、
住
所
、
世
帯

等
に
関
す
る
住
民
の
居
住
関
係
の
公

証
・
選
挙
人
名
簿
の
登
録
、
住
民
税

の
賦
課
徴
収
、
国
民
健
康
保
険
、
国

民
年
金
そ
の
他
、
住
民
に
関
す
る
事

務
処
理
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
転
入
届
を
出
さ
な
け

れ
ば
、
選
挙
権
の
行
使
や
国
民
健
康

保
険
の
給
付
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い

ば
か
り
で
な
く
、
義
務
教
育
就
学
の

も
と
に
な
る
学
齢
簿
の
作
成
も
で
き

な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
な
お
、
同
じ
町
内
で
住
所
を
変
え

た
と
き
は
“
転
居
届
”
を
出
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
の

　
　
　
届
け
出

　
そ
の
ほ
か
、
引
っ
越
し
の
際
に
は

次
の
よ
う
な
届
け
が
必
要
で
す
。

▽
印
鑑
登
録
証

　
返
却
し
、
転
出
先
で
新
た
に
申
請

　
し
ま
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
証

　
返
却
し
、
転
出
先
で
新
た
に
申
請

　
し
ま
す
。

▽
国
民
年
金

　
転
出
先
で
住
所
変
更
手
続
を
し
ま

　
す
。

▽
在
学
証
明
書

　
小
・
中
学
生
が
い
る
場
合
、
教
育

　
委
員
会
と
学
校
で
手
続
を
し
、
証

　
明
書
（
関
係
書
類
）
を
学
校
で
受

　
け
と
り
ま
す
。
そ
し
て
転
出
先
の

　
学
校
に
提
出
し
ま
す
。

▽
運
転
免
許
証

　
十
五
日
以
内
に
、
転
出
先
の
警
察

　
署
で
住
所
変
更
手
続
を
し
ま
す
。

　
自
動
車
の
あ
る
場
合
は
、
所
轄
の

　
陸
運
事
務
所
で
登
録
変
更
手
続
を

　
し
ま
す
。

▽
郵
便
局

　
郵
便
局
に
住
所
変
更
届
を
出
し
て

　
お
く
と
、
転
出
先
に
郵
便
物
を
転

　
送
し
て
も
ら
え
る
の
で
た
い
へ
ん

便
利
で
す
。

税
金
の
滞
納
は
割
に
合
わ
な

　
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち

国
民
が
健
康
で
豊
か
な
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
税
金
は
、
こ
の
よ
う
に
国
や
地
方

公
共
団
体
が
活
動
す
る
た
め
の
大
切

な
財
源
で
あ
り
、
私
た
ち
が
生
活
の

向
上
と
安
定
を
願
う
限
り
、
必
ず
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
共
通

の
経
費
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
税
金
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
納
め
る
期
限
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
申
告
納
税
制

度
の
ド
で
は
、
正
し
い
申
告
を
す
る

と
と
も
に
、
納
期
限
ま
で
に
納
税
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
納

期
限
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
い
と
、
滞

納
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
税
金
を
納
期
限
ま
で
に
完
納
し
な

か
っ
た
と
き
は
、
本
税
の
ほ
か
に
延

滞
税
も
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
延
滞
税
の
割
合
は
、
納
期

限
の
翌
日
か
ら
最
初
の
一
カ
月
問
は

年
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
後
は

年
十
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。

い

　
更
に
、
督
促
状
が
発
せ
ら
れ
て
か

ら
十
日
を
経
過
し
て
も
な
お
納
税
が

な
け
れ
ば
滞
納
処
分
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
納
税
者
が
所
有
し
て
い

る
財
産
に
対
し
て
差
押
え
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
差
押
え
が
行
わ
れ
ま
す
と
、
そ
の

財
産
に
つ
い
て
は
納
税
者
の
自
由
な

処
分
が
で
き
な
く
な
り
、
ま
た
、
納

税
に
つ
い
て
誠
意
が
認
め
ら
れ
な
い

場
合
に
は
差
押
財
産
の
公
売
等
に
よ

り
税
金
が
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

所
得
税
・
贈
与
税
の

申
告
と
納
税
は

三
月
十
五
日
ま
で

　
昭
和
五
十
七
年
分
の
所
得
税
・
贈

与
税
の
申
告
と
納
税
は
も
う
お
済
み

で
し
ょ
う
か
。
申
告
と
納
税
の
期
限

は
、
ど
ち
ら
も
三
月
十
五
日
で
す
。

な
る
べ
く
早
く
、
必
ず
期
限
内
に
済

ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

が
三
月
十
五
日
ま
で
に
申
告
し
な
か

っ
た
り
、
正
し
く
な
い
申
告
を
し
た
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り
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を

納
め
る
だ
け
で
な
く
、
不
足
税
額
の

十
パ
ー
セ
ン
ト
又
は
五
パ
ー
セ
ン
ト

の
加
算
税
が
課
さ
れ
、
延
滞
税
も
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

不
正
な
行
為
が
あ
っ
た
よ
う
な
場
合

に
は
、
普
通
よ
り
重
い
加
算
税
が
課

さ
れ
ま
す
。
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こ
こ
に
掲
げ
た
図
書
は
、
主
に
昨

年
度
後
半
か
ら
の
も
の
で
す
、
利
用

者
の
少
な
い
の
が
悩
み
の
種
で
す
。

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に
は

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
や
月
刊
・
週
刊
雑
誌

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て
あ
り
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
図
書
室
利
用
時
間

　
平
　
日
・
午
前
九
時
～
午
後
四
時

　
土
曜
日
・
午
前
九
時
～
十
一
時

▼
休
館
日

　
日
曜
、
祝
祭
日
、
公
民
館
休
日
、

▼
貸
出
数
・
一
人
三
冊
以
内

▼
貸
出
期
問
・
十
日
間

（
た
だ
し
、
雑
誌
類
は
三
日
間
、
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
は
七
日
間
）

歴
　
　
史

戦
後
政
治
裁
判
史
録
（
全
一
〇
巻
）

栄
村
誌
（
上
・
下
巻
）

松
代
町
郷
土
史
（
教
育
編
）

写
真
集
・
ふ
る
さ
と
の
百
年
（
東
・

中
頸
、
南
魚
）

濁
流
の
記
録

長
柄
町
史

新
潟
県
史
（
現
十
二
巻
ま
で
）

房
南
捕
鯨
付
鯨
の
墓

高
田
歩
兵
第
五
八
連
隊
史

新
潟
歴
史
散
歩

図
説
北
越
雪
譜
事
典

探
訪
北
越
雪
譜
の
世
界

社
会
科
学

新
潟
藻
塩
草

機
会
と
場
を
生
か
す
作
文
指
導

書
け
な
い
子
を
な
く
す
作
文
指
導

作
文
指
導
の
領
域
と
方
法

作
文
の
指
導
過
程
（
全
三
巻
）

作
文
指
導
の
展
開
（
全
三
巻
）

自
然
科
学

人
間
回
復
の
老
年
医
学

エ
ゾ
ウ
コ
ギ
の
驚
く
べ
き
効
用

標
準
原
色
図
鑑
全
集
（
全
十
八
巻
）

産
　
　
業

公
家
・
武
将
の
庭

枯
山
水

数
寄
屋
の
庭

山
菜
賛
歌

原
色
押
花
の
作
り
方

ど
じ
ょ
う
養
殖
の
コ
ツ

タ
ニ
シ
、
人
口
養
殖
の
実
際

和
紙語

　
　
学

結
婚
式
の
司
会

式
辞
、
あ
い
さ
つ
事
典

ス
ピ
ー
チ
・
司
会
事
典

ス
ピ
ー
チ
笑
辞
典

新
潟
方
言
と
古
語

信
越
の
秘
境
秋
山
郷
の
こ
と
ば
と
暮
し

芸
　
　
術

現
代
演
劇

演
劇
に
お
け
る
時
間

落
語
長
屋
の
四
季

楽
し
い
キ
ャ
ン
プ

続
人
間
革
命

戯
曲
・
審
判
城

テ
レ
ビ
・
そ
の
余
白
の
思
想

た
の
し
い
人
形
劇
選
集

現
代
劇
集

舞
台
装
置
の
仕
事

舞
台
効
果
の
仕
事

戯
曲
集
（
上
・
下
）

演
出
者
の
道

演
劇
と
は
何
か

い
け
ば
な
辞
典

茶
道
辞
典

文
様
の
辞
典

浮
世
絵
鑑
賞
辞
典

近
代
日
本
洋
画
の
巨
匠
た
ち
展

墨
筆
一
日
一
首

地
侶
と
か
ね
っ
こ
り

図
解
ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ
ー
ジ

実
技
日
本
舞
踊
の
基
礎

図
案
と
略
画
の
事
典

浮
世
絵
価
格
事
典

草
木
染

文
化
と
芸
術
に
つ
い
て
の
対
話

芸
術
は
何
の
た
め
に
あ
る
か

芸
能
と
民
俗
学

伝
統
工
芸
技
法
大
事
典

演
出
者
の
道

体
育
ス
ポ
ー
ツ
事
故
判
例
の
研
究

体
育
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
現
状
と
課
題

舞
台
美
術
を
考
え
る

体
育
測
定
法

　
文
　
　
学

笑
い
の
発
想
法

だ
じ
ゃ
れ
大
事
典

中
国
名
詩
鑑
賞
辞
典

文
学
の
読
書
指
導

越
後
文
芸
史
話

ユ
ー
モ
ア
大
辞
典
（
上
・
下
）

ま
ん
が
日
本
昔
話
し
（
全
六
〇
巻
）

・
俳
句
歳
時
記
（
全
四
巻
）

　
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

天
皇
さ
ま
お
脈
拝
見

日
本
国
憲
法

開
幕
ベ
ル
は
華
や
か
に

北
の
人
名
録

チ
ョ
ッ
ち
ゃ
ん
が
行
く
わ
よ

気
く
ば
り
の
す
す
め

積
木
く
ず
し

　
雑
誌
類

暮
し
の
手
帖

月
刊
農

旅
の
手
帖

婦
人
公
論

文
芸
春
秋

現
代
農
業

壮
快

婦
人
百
科

き
ょ
う
の
料
理
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。
懸

・
驚
、

嘱
、
．
縷
緯
峨
唱
　
N
。
建
．
購
講
縫
。
寓
融
．
．
、

譲
罎
　
．
難
．

▽
高
校
、
大
回
転
二
位
柳
隆
晃
選
手

ぐ
回
転
で
二
位
の
長
沢
卓
史
選
手

饗、㎝

　　　　　　　　　隔罵黙1’蓼
大回転高校組で優勝の柳（松

　
第
三
十
四
回
松
之
山
ス
キ
ー
競
技

大
会
が
二
月
十
一
日
、
松
之
山
ス
キ

ー
連
盟
、
町
教
育
委
員
会
、
町
体
育

協
会
、
東
部
教
員
協
議
会
、
郡
中
体

連
、
郡
小
体
連
主
催
で
行
わ
れ
た
。

　
二
月
十
日
午
後
四
時
よ
り
老
人
い

こ
い
の
家
で
役
員
と
代
表
選
手
百
人

に
よ
る
開
会
式
が
あ
り
、
村
山
英
明

君
（
松
之
山
中
）
が
選
手
宣
誓
を
行

っ
た
。

　
翌
十
一
日
県
下
に
大
雪
警
報
が
出

さ
れ
新
潟
市
で
は
記
録
的
な
大
雪
と

な
っ
た
こ
の
日
、
松
之
山
は
か
ら
り

と
晴
れ
上
り
絶
好
の
ス
キ
ー
び
よ
り

の
も
と
牧
村
を
除
く
東
頸
五
町
村
か

ら
四
三
九
名
（
小
学
校
二
八
O
名
中

学
校
八
二
名
高
校
十
七
名
一
般
六
〇

名
）
の
選
手
が
参
加
し
て
、
温
泉
ス

キ
ー
場
で
ア
ル
ペ
ン
競
技
が
町
民
グ

ラ
ン
ド
で
は
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
競
技
が

行
わ
れ
た
。

　
小
学
校
女
子
の
リ
レ
ー
に
は
十
ニ

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
松
代
小
チ
ー
ム

が
、
男
子
リ
レ
ー
に
は
十
六
チ
ー
ム

が
参
加
・
安
塚
小
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ

れ
優
勝
し
距
離
競
技
全
般
で
は
安
塚
、

松
代
が
上
位
を
占
め
力
の
強
さ
を
見

せ
つ
け
ら
れ
た
。

團
圖
志
賀
千
恵
子
（
松
之
山
小
）
優
勝

柳
隆
晃
（
高
校
の
部
）
　
二
位

▼
幼
年
（
A
）
小
学
六
年
生
男
子

①
滝
沢
隆
男
（
松
里
小
）
茜
秒
お

②
高
橋
　
猛
（
松
里
小
）
三
四
秒
≡

③
佐
藤
　
誠
（
松
里
小
）
蓋
秒
吾
㎜

▼
幼
年
（
B
）
小
学
五
年
ま
で
男
子

①
小
野
塚
和
生
（
松
里
小
）
量
秒
≡

②
久
保
田
新
次
（
松
里
小
）
三
五
秒
四
ん

③
高
橋
雄
一
（
松
里
小
）
蓋
秒
宅

▼
少
年
（
中
学
生
男
子
）

①
斉
木
秀
雄
（
松
代
中
と
分
。
】
秒
一
五

②
村
山
英
明
（
松
之
山
中
）
一
分
望
秒
署

③
柳
二
三
夫
（
松
代
中
と
分
2
秒
九
五

▼
高
校

①
柳
一
成
（
松
代
高
）
　
　
五
八
秒
全

②
柳
隆
晃
（
松
之
山
高
）
　
亮
秒
美

③
渡
辺
進
（
松
之
山
高
）
　
亮
秒
吾

▼
成
年
（
1
）
二
十
九
歳
ま
で

①
小
川
章
（
松
之
山
中
と
分
2
秒
全

②
小
野
塚
茂
（
松
S
C
ご
分
茜
秒
七
。

③
村
山
修
文
松
S
C
と
分
。
五
秒
毛

▼
成
年
（
2
）
三
十
ー
三
十
九
歳

①
相
沢
重
美
（
松
之
山
農
と
分
茜
秒
亮

②
村
山
昭
雄
（
松
之
山
農
）
一
分
。
五
秒
七
八

③
村
山
達
三
（
松
代
ス
）
一
分
。
六
秒
三
五

▼
成
年
（
3
）
四
十
歳
以
上

①
村
山
聡
（
松
温
泉
）
　
≡
秒
五
八

②
高
橋
英
次
（
松
S
C
と
茜
秒
宍

③
高
橋
滝
太
郎
（
松
里
）
茜
秒
六
八

村
山
英
明
（
松
之
山
中
）
優
勝

高
校
で
は
長
沢
卓
史
二
位

▼
幼
年
（
A
）
小
六
男
子

①
高
橋
猛
（
松
里
小
）
　
一
分
三
秒
葉

②
梯
川
和
弘
（
松
之
山
小
ご
分
曼
秒
三
五

③
柳
伸
介
（
松
代
小
）
　
一
分
共
秒
三

▼
幼
年
（
B
）
小
五
ま
で
男
子

①
久
保
田
新
次
（
松
里
小
）
　
一
分
モ
秒
五
。

②
福
原
祐
樹
（
松
里
小
）
一
分
三
秒
繭

③
関
谷
敏
郎
（
松
代
小
）
一
分
歯
秒
。
八

▼
少
年
（
中
学
男
子
）

①
村
山
英
明
（
松
之
山
中
ご
分
二
秒
三

②
斉
木
秀
雄
（
松
代
中
）
｝
分
一
二
秒
、
三

　
　
　
　
ス
　
｝

　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
ロ
ト

　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
ク
カ

▼
幼
年
（
A
）

　
小
学
生
男
子
六
年
生

①
小
見
浩
之
（
安
塚
小
）

②
岡
　
　
聡
（
安
塚
小
）

③
滝
沢
克
久
（
松
里
小
）

③
柳
二
一
二
夫
（
松
代
中
）
】
分
三
秒
杢

▼
高
校

①
関
谷
徹
（
松
代
高
）
　
一
分
5
秒
五
四

②
長
沢
卓
史
（
松
之
山
高
と
分
三
秒
呂

③
小
堺
武
彦
（
松
代
高
）
］
分
二
、
秒
毛

▼
成
年
（
1
）
二
十
九
歳
ま
で

①
小
野
塚
茂
（
松
S
C
）
一
分
函
秒
九
九

②
小
川
章
（
松
之
山
中
）
一
分
三
秒
老

③
保
坂
留
男
（
浦
田
）
　
一
分
孟
秒
四
一

▼
成
年
（
2
）
三
十
～
三
十
九
歳

①
村
山
昭
雄
（
松
之
山
農
）
　
一
分
き
秒
爵

相
沢
義
和
（
松
之
山
中
）

　
　
滝
沢
克
久
（
松
里
小
）

　
　
　
　
　
⑥
山
岸
義
成
（
松
之
山
小
）
宅
分
圭
秒

ヨエ　　　　　　

分分分キ
6死西ロ
秒秒秒

④
山
岸
直
道
（
松
之
山
小
）
蓋
分
釜
秒

⑤
津
端
　
純
（
松
之
山
小
）
甕
分
四
。
秒

⑥
横
尾
　
隆
（
峠
　
小
）
一
五
分
五
四
秒

▼
幼
年
（
B
）

　
小
学
生
男
子
五
年
生
ま
で
三
キ
ロ

①
吉
野
隆
一
（
安
塚
小
）

②
柳
高
浩
（
松
代
小
）

③
吉
野
満
彦
（
安
塚
小
）

④
西
片
栄
一
（
松
代
小
）

⑤
斉
藤
真
也
（
松
代
小
）

リレー

▼
幼
年
男
子

　
小
学
生
男
子

①
安
塚
小
A

②
松
之
山
小
A

③
松
代
小
A

④
保
倉
小

⑤
松
之
山
小
B

⑥
浦
田
小
A

▼
少
年

セ　　モゴ　ニ　く　プマ　カ

分分分分分
一　一　四　、＝二　四
　　ヱ　ナし　フヤニ

秒秒秒秒秒
男
子
●

▼
少
年

　
中
学
生
男
子
　
五
キ
ロ

①
小
堺
敏
明
（
松
代
中
）
茜
分
吾
秒

②
相
沢
義
和
（
松
之
山
中
）
二
六
分
天
秒

③
柳
　
浩
三
（
松
代
中
）
宍
分
五
九
秒

▼
幼
女
（
A
）

　
小
学
生
六
年
生
　
ニ
キ
ロ

①
宮
沢
里
子
（
松
代
小
）

②
柳
　
容
子
（
松
代
小
）

③
関
谷
直
美
（
松
代
小
）

④
南
雲
由
紀
（
浦
田
小
）

⑤
市
川
治
美
（
松
代
小
）

⑥
猪
又
和
子
（
安
塚
小
）

▼
幼
女
（
B
）

お　　　　ロ　　　ドヨニ

分分分分分分
四　三　五　四　二二　一一
　　　　 　　の　 　の秒秒秒秒秒秒

ジヤイアント

スラローム

▼
幼
年
女
子
（
A
）
小
学
六
年
生

①
志
賀
千
恵
子
（
松
之
山
小
）
究
秒
五
九

②
樋
口
真
理
　
（
松
之
山
小
）
尭
秒
八
六

③
鈴
木
洋
子
　
（
松
代
小
）
四
、
秒
益

▼
幼
年
女
子
（
B
）
小
学
五
年
ま
で

①
小
野
塚
末
美
（
松
里
小
）
四
。
秒
三

②
村
山
由
美
子
（
松
之
山
小
）
璽
秒
蓋

③
高
橋
裕
子
（
松
之
山
小
）
竪
秒
究

▼
少
女
（
中
学
生
）

①
村
山
真
理
（
松
之
山
中
）
三
六
秒
巻

②
若
月
和
子
（
浦
田
中
）
　
四
。
秒
吾

③
石
塚
み
さ
子
（
浦
田
中
）
四
。
秒
七
八

スラローム

②
村
山
良
一
（
松
之
山
農
）
　
一
分
一
三
秒
四
七

③
樋
口
｝
次
（
松
之
山
農
）
　
一
分
二
四
秒
童

▼
成
年
（
3
）
四
十
歳
以
上

①
村
山
聡
（
松
温
泉
）
　
一
分
。
六
秒
巻

②
高
橋
滝
太
郎
（
松
里
）
一
分
三
秒
望

③
高
橋
英
次
（
松
之
山
S
C
二
分
一
四
秒
毛

▼
少
女
（
中
学
生
女
子
）

①
本
山
智
子
（
浦
田
中
）
二
分
璽
秒
奎

②
佐
藤
優
子
（
浦
田
中
ご
秀
垂
秒
五
六

二
位三

位

　
小
学
生
女
子
五
年
生
ま
で
ニ
キ
ロ

①
小
菅
江
美
（
安
塚
小
）
丙
分
。
五
秒

②
日
下
部
さ
や
か
（
安
小
）
一
四
分
。
八
秒

③
柳
久
美
子
（
松
代
小
）
蓋
分
四
八
秒

④
高
橋
由
紀
枝
（
松
代
小
と
五
分
五
九
秒

⑤
秦
昌
美
（
安
塚
小
）
　
一
六
分
。
一
秒

⑥
重
野
マ
サ
子
（
東
川
小
と
六
分
翌
秒

⑥
菅
井
良
子
（
松
代
小
）
宍
分
聖
秒

▼
少
女

　
中
学
生
女
子
　
三
キ
ロ

①
村
山
知
子
（
松
之
山
中
と
六
分
ヨ
秒

②
福
原
光
江
（
松
之
山
中
と
六
分
量
秒

③
樋
口
美
保
（
松
之
山
中
と
七
分
一
五
秒

浦
田
4
の
女
子
三
位
に
入
る

　　　　　　キ
　　　　　　ロ
杢畜采美翌茜×
分分分分分分四
二二　五　四　五　 三　三　　　ヨ　　ノペ　　ロ　　ヨヨ　　　ノヘ

秒秒秒秒秒秒

松
之
山
小
・
中
と
も
二
位

　
、

　
中
学
生
男
子
　
三
キ
ロ
×
四

①
松
代
中
A
　
　
　
　
　
五
六
分
2
秒

②
松
之
山
中
　
　
　
　
　
五
六
分
。
六
秒

③
松
代
中
B
　
　
　
　
　
五
六
分
三
秒

▼
成
年
　
三
キ
ロ
×
四

①
松
之
山
町
役
場
一
時
間
モ
分
二
秒

▼
幼
女

　
小
学
生
女
子
　
ニ
キ
ロ
×
三

①
松
代
小
A
　
　
　
　
　
究
分
一
六
秒

②
安
塚
小

③
浦
田
小
A

④
松
之
山
小
A

⑤
松
代
小
B

⑥
保
倉
小

▼
少
女

　
中
学
生
女
子

①
松
之
山
中

②
浦
田
中

　　ニ　ニ　ニ　ニコ

分分分分分
⊂⊃　一　五一　⊂⊃
ナし　ナしヨセロ
秒秒秒秒秒

ニ
キ
ロ
×
三

　
　
　
四
四
分
圭
秒

　
　
　
四
九
分
毛
秒
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懸

・
驚
、

嘱
、
．
縷
緯
峨
唱
　
N
。
建
．
購
講
縫
。
寓
融
．
．
、

譲
罎
　
．
難
．

▽
高
校
、
大
回
転
二
位
柳
隆
晃
選
手

ぐ
回
転
で
二
位
の
長
沢
卓
史
選
手

饗、㎝

　　　　　　　　　隔罵黙1’蓼
大回転高校組で優勝の柳（松

　
第
三
十
四
回
松
之
山
ス
キ
ー
競
技

大
会
が
二
月
十
一
日
、
松
之
山
ス
キ

ー
連
盟
、
町
教
育
委
員
会
、
町
体
育

協
会
、
東
部
教
員
協
議
会
、
郡
中
体

連
、
郡
小
体
連
主
催
で
行
わ
れ
た
。

　
二
月
十
日
午
後
四
時
よ
り
老
人
い

こ
い
の
家
で
役
員
と
代
表
選
手
百
人

に
よ
る
開
会
式
が
あ
り
、
村
山
英
明

君
（
松
之
山
中
）
が
選
手
宣
誓
を
行

っ
た
。

　
翌
十
一
日
県
下
に
大
雪
警
報
が
出

さ
れ
新
潟
市
で
は
記
録
的
な
大
雪
と

な
っ
た
こ
の
日
、
松
之
山
は
か
ら
り

と
晴
れ
上
り
絶
好
の
ス
キ
ー
び
よ
り

の
も
と
牧
村
を
除
く
東
頸
五
町
村
か

ら
四
三
九
名
（
小
学
校
二
八
O
名
中

学
校
八
二
名
高
校
十
七
名
一
般
六
〇

名
）
の
選
手
が
参
加
し
て
、
温
泉
ス

キ
ー
場
で
ア
ル
ペ
ン
競
技
が
町
民
グ

ラ
ン
ド
で
は
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
競
技
が

行
わ
れ
た
。

　
小
学
校
女
子
の
リ
レ
ー
に
は
十
ニ

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
松
代
小
チ
ー
ム

が
、
男
子
リ
レ
ー
に
は
十
六
チ
ー
ム

が
参
加
・
安
塚
小
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ

れ
優
勝
し
距
離
競
技
全
般
で
は
安
塚
、

松
代
が
上
位
を
占
め
力
の
強
さ
を
見

せ
つ
け
ら
れ
た
。

團
圖
志
賀
千
恵
子
（
松
之
山
小
）
優
勝

柳
隆
晃
（
高
校
の
部
）
　
二
位

▼
幼
年
（
A
）
小
学
六
年
生
男
子

①
滝
沢
隆
男
（
松
里
小
）
茜
秒
お

②
高
橋
　
猛
（
松
里
小
）
三
四
秒
≡

③
佐
藤
　
誠
（
松
里
小
）
蓋
秒
吾
㎜

▼
幼
年
（
B
）
小
学
五
年
ま
で
男
子

①
小
野
塚
和
生
（
松
里
小
）
量
秒
≡

②
久
保
田
新
次
（
松
里
小
）
三
五
秒
四
ん

③
高
橋
雄
一
（
松
里
小
）
蓋
秒
宅

▼
少
年
（
中
学
生
男
子
）

①
斉
木
秀
雄
（
松
代
中
と
分
。
】
秒
一
五

②
村
山
英
明
（
松
之
山
中
）
一
分
望
秒
署

③
柳
二
三
夫
（
松
代
中
と
分
2
秒
九
五

▼
高
校

①
柳
一
成
（
松
代
高
）
　
　
五
八
秒
全

②
柳
隆
晃
（
松
之
山
高
）
　
亮
秒
美

③
渡
辺
進
（
松
之
山
高
）
　
亮
秒
吾

▼
成
年
（
1
）
二
十
九
歳
ま
で

①
小
川
章
（
松
之
山
中
と
分
2
秒
全

②
小
野
塚
茂
（
松
S
C
ご
分
茜
秒
七
。

③
村
山
修
文
松
S
C
と
分
。
五
秒
毛

▼
成
年
（
2
）
三
十
ー
三
十
九
歳

①
相
沢
重
美
（
松
之
山
農
と
分
茜
秒
亮

②
村
山
昭
雄
（
松
之
山
農
）
一
分
。
五
秒
七
八

③
村
山
達
三
（
松
代
ス
）
一
分
。
六
秒
三
五

▼
成
年
（
3
）
四
十
歳
以
上

①
村
山
聡
（
松
温
泉
）
　
≡
秒
五
八

②
高
橋
英
次
（
松
S
C
と
茜
秒
宍

③
高
橋
滝
太
郎
（
松
里
）
茜
秒
六
八

村
山
英
明
（
松
之
山
中
）
優
勝

高
校
で
は
長
沢
卓
史
二
位

▼
幼
年
（
A
）
小
六
男
子

①
高
橋
猛
（
松
里
小
）
　
一
分
三
秒
葉

②
梯
川
和
弘
（
松
之
山
小
ご
分
曼
秒
三
五

③
柳
伸
介
（
松
代
小
）
　
一
分
共
秒
三

▼
幼
年
（
B
）
小
五
ま
で
男
子

①
久
保
田
新
次
（
松
里
小
）
　
一
分
モ
秒
五
。

②
福
原
祐
樹
（
松
里
小
）
一
分
三
秒
繭

③
関
谷
敏
郎
（
松
代
小
）
一
分
歯
秒
。
八

▼
少
年
（
中
学
男
子
）

①
村
山
英
明
（
松
之
山
中
ご
分
二
秒
三

②
斉
木
秀
雄
（
松
代
中
）
｝
分
一
二
秒
、
三

　
　
　
　
ス
　
｝

　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
ロ
ト

　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
ク
カ

▼
幼
年
（
A
）

　
小
学
生
男
子
六
年
生

①
小
見
浩
之
（
安
塚
小
）

②
岡
　
　
聡
（
安
塚
小
）

③
滝
沢
克
久
（
松
里
小
）

③
柳
二
一
二
夫
（
松
代
中
）
】
分
三
秒
杢

▼
高
校

①
関
谷
徹
（
松
代
高
）
　
一
分
5
秒
五
四

②
長
沢
卓
史
（
松
之
山
高
と
分
三
秒
呂

③
小
堺
武
彦
（
松
代
高
）
］
分
二
、
秒
毛

▼
成
年
（
1
）
二
十
九
歳
ま
で

①
小
野
塚
茂
（
松
S
C
）
一
分
函
秒
九
九

②
小
川
章
（
松
之
山
中
）
一
分
三
秒
老

③
保
坂
留
男
（
浦
田
）
　
一
分
孟
秒
四
一

▼
成
年
（
2
）
三
十
～
三
十
九
歳

①
村
山
昭
雄
（
松
之
山
農
）
　
一
分
き
秒
爵

相
沢
義
和
（
松
之
山
中
）

　
　
滝
沢
克
久
（
松
里
小
）

　
　
　
　
　
⑥
山
岸
義
成
（
松
之
山
小
）
宅
分
圭
秒

ヨエ　　　　　　

分分分キ
6死西ロ
秒秒秒

④
山
岸
直
道
（
松
之
山
小
）
蓋
分
釜
秒

⑤
津
端
　
純
（
松
之
山
小
）
甕
分
四
。
秒

⑥
横
尾
　
隆
（
峠
　
小
）
一
五
分
五
四
秒

▼
幼
年
（
B
）

　
小
学
生
男
子
五
年
生
ま
で
三
キ
ロ

①
吉
野
隆
一
（
安
塚
小
）

②
柳
高
浩
（
松
代
小
）

③
吉
野
満
彦
（
安
塚
小
）

④
西
片
栄
一
（
松
代
小
）

⑤
斉
藤
真
也
（
松
代
小
）

リレー

▼
幼
年
男
子

　
小
学
生
男
子

①
安
塚
小
A

②
松
之
山
小
A

③
松
代
小
A

④
保
倉
小

⑤
松
之
山
小
B

⑥
浦
田
小
A

▼
少
年

セ　　モゴ　ニ　く　プマ　カ

分分分分分
一　一　四　、＝二　四
　　ヱ　ナし　フヤニ

秒秒秒秒秒
男
子
●

▼
少
年

　
中
学
生
男
子
　
五
キ
ロ

①
小
堺
敏
明
（
松
代
中
）
茜
分
吾
秒

②
相
沢
義
和
（
松
之
山
中
）
二
六
分
天
秒

③
柳
　
浩
三
（
松
代
中
）
宍
分
五
九
秒

▼
幼
女
（
A
）

　
小
学
生
六
年
生
　
ニ
キ
ロ

①
宮
沢
里
子
（
松
代
小
）

②
柳
　
容
子
（
松
代
小
）

③
関
谷
直
美
（
松
代
小
）

④
南
雲
由
紀
（
浦
田
小
）

⑤
市
川
治
美
（
松
代
小
）

⑥
猪
又
和
子
（
安
塚
小
）

▼
幼
女
（
B
）

お　　　　ロ　　　ドヨニ

分分分分分分
四　三　五　四　二二　一一
　　　　 　　の　 　の秒秒秒秒秒秒

ジヤイアント

スラローム

▼
幼
年
女
子
（
A
）
小
学
六
年
生

①
志
賀
千
恵
子
（
松
之
山
小
）
究
秒
五
九

②
樋
口
真
理
　
（
松
之
山
小
）
尭
秒
八
六

③
鈴
木
洋
子
　
（
松
代
小
）
四
、
秒
益

▼
幼
年
女
子
（
B
）
小
学
五
年
ま
で

①
小
野
塚
末
美
（
松
里
小
）
四
。
秒
三

②
村
山
由
美
子
（
松
之
山
小
）
璽
秒
蓋

③
高
橋
裕
子
（
松
之
山
小
）
竪
秒
究

▼
少
女
（
中
学
生
）

①
村
山
真
理
（
松
之
山
中
）
三
六
秒
巻

②
若
月
和
子
（
浦
田
中
）
　
四
。
秒
吾

③
石
塚
み
さ
子
（
浦
田
中
）
四
。
秒
七
八

スラローム

②
村
山
良
一
（
松
之
山
農
）
　
一
分
一
三
秒
四
七

③
樋
口
｝
次
（
松
之
山
農
）
　
一
分
二
四
秒
童

▼
成
年
（
3
）
四
十
歳
以
上

①
村
山
聡
（
松
温
泉
）
　
一
分
。
六
秒
巻

②
高
橋
滝
太
郎
（
松
里
）
一
分
三
秒
望

③
高
橋
英
次
（
松
之
山
S
C
二
分
一
四
秒
毛

▼
少
女
（
中
学
生
女
子
）

①
本
山
智
子
（
浦
田
中
）
二
分
璽
秒
奎

②
佐
藤
優
子
（
浦
田
中
ご
秀
垂
秒
五
六

二
位三

位

　
小
学
生
女
子
五
年
生
ま
で
ニ
キ
ロ

①
小
菅
江
美
（
安
塚
小
）
丙
分
。
五
秒

②
日
下
部
さ
や
か
（
安
小
）
一
四
分
。
八
秒

③
柳
久
美
子
（
松
代
小
）
蓋
分
四
八
秒

④
高
橋
由
紀
枝
（
松
代
小
と
五
分
五
九
秒

⑤
秦
昌
美
（
安
塚
小
）
　
一
六
分
。
一
秒

⑥
重
野
マ
サ
子
（
東
川
小
と
六
分
翌
秒

⑥
菅
井
良
子
（
松
代
小
）
宍
分
聖
秒

▼
少
女

　
中
学
生
女
子
　
三
キ
ロ

①
村
山
知
子
（
松
之
山
中
と
六
分
ヨ
秒

②
福
原
光
江
（
松
之
山
中
と
六
分
量
秒

③
樋
口
美
保
（
松
之
山
中
と
七
分
一
五
秒

浦
田
4
の
女
子
三
位
に
入
る

　　　　　　キ
　　　　　　ロ
杢畜采美翌茜×
分分分分分分四
二二　五　四　五　 三　三　　　ヨ　　ノペ　　ロ　　ヨヨ　　　ノヘ

秒秒秒秒秒秒

松
之
山
小
・
中
と
も
二
位

　
、

　
中
学
生
男
子
　
三
キ
ロ
×
四

①
松
代
中
A
　
　
　
　
　
五
六
分
2
秒

②
松
之
山
中
　
　
　
　
　
五
六
分
。
六
秒

③
松
代
中
B
　
　
　
　
　
五
六
分
三
秒

▼
成
年
　
三
キ
ロ
×
四

①
松
之
山
町
役
場
一
時
間
モ
分
二
秒

▼
幼
女

　
小
学
生
女
子
　
ニ
キ
ロ
×
三

①
松
代
小
A
　
　
　
　
　
究
分
一
六
秒

②
安
塚
小

③
浦
田
小
A

④
松
之
山
小
A

⑤
松
代
小
B

⑥
保
倉
小

▼
少
女

　
中
学
生
女
子

①
松
之
山
中

②
浦
田
中

　　ニ　ニ　ニ　ニコ

分分分分分
⊂⊃　一　五一　⊂⊃
ナし　ナしヨセロ
秒秒秒秒秒

ニ
キ
ロ
×
三

　
　
　
四
四
分
圭
秒

　
　
　
四
九
分
毛
秒
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春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　
　
　
　
　
2
月
28

日
～
3
月
1
3
日

　
人
類
が
火
を
利
用
し
始
め
て
か
ら
五
十
万
年
と
も
百
四
十
万
年
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
，
最
も
火
に
親
し
ん
で
い
る
の
は
「
愛
煙
家
」
で
し
ょ

う
。
彼
ら
の
ボ
ケ
ッ
ト
に
は
、
必
ず
マ
ッ
チ
か
ラ
イ
9
1
が
入
っ
て
い
る

は
ず
で
す
。

　
自
分
で
は
た
ば
こ
を
吸
わ
な
く
て
も
、
知
り
合
い
に
は
、
た
ば
こ
を
吸

う
人
が
い
る
で
し
ょ
う
。
愛
煙
家
の
い
る
お
か
げ
で
、
た
ば
こ
は
わ
た
し

た
ち
に
い
ち
ば
ん
身
近
な
火
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
そ
の
た
ば
こ
、
吸
い
過
ぎ
は
健
康
に
良
く
な
い
と
か
、
煙
害

だ
と
か
”
悪
者
”
扱
い
さ
れ
て
い
ま
す
が
，
そ
の
ほ
か
に
も
免
れ
よ
う
の

な
い
罪
を
一
つ
犯
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
火
災
の
第
一
位
に
「
た
ば
こ
」

が
原
因
と
な
る
こ
と
で
す
。

．

幾
災
原
園
、
た
、
こ
カ
ト
ツ
、

　
昭
和
五
十
六
年
中
に
発
生
し
た
火

災
を
出
火
原
因
別
に
見
る
と
、
第
一

位
は
「
た
ば
こ
」
で
以
下
「
火
遊
び
」

「
た
き
び
」
の
順
で
す
。

　
こ
の
う
ち
「
た
ば
こ
」
に
よ
る
火

災
の
数
は
、
毎
年
火
災
全
体
の
十
～

十
四
％
を
占
め
ま
す
。

　
毎
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
は
、

空
気
が
乾
燥
し
風
も
強
い
た
め
、
ふ

だ
ん
な
ら
立
ち
消
え
に
な
っ
て
し
ま

う
よ
う
な
小
さ
な
火
で
も
、
火
災
に

つ
な
が
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
た
ば
こ
は
炎
を
上
げ
て
燃
え
ま
せ

ん
が
、
一
度
火
が
つ
く
と
そ
の
ま
ま

で
も
七
百
か
ら
八
百
度
の
温
度
を
保

っ
て
く
す
ぶ
り
続
け
ま
す
。

　
た
ば
こ
を
吸
う
人
も
吸
わ
な
い
人

も
、
豆
粒
ぐ
ら
い
の
火
と
あ
な
ど
ら

ず
に
、
た
ば
こ
に
は
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

こ
に
よ
る
火
災
の
八
十
五
％
を
占
め

ま
す
。

　
た
ば
こ
が
原
因
と
な
っ
た
火
災
で

い
ち
ば
ん
多
い
の
が
「
投
げ
捨
て
」

に
よ
る
も
の
で
約
六
割
で
す
。

　
周
り
に
燃
え
る
も
の
は
何
も
な
い

と
思
っ
て
も
、
風
に
吹
か
れ
て
転
が

っ
て
い
っ
た
り
、
踏
ん
で
消
し
た
つ

も
り
で
も
く
す
ぶ
っ
て
い
た
り
し
て

危
険
で
す
。
た
ば
こ
の
吸
い
殼
は
必

す
灰
皿
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

「
投
げ
捨
て
」
に
次
い
で
多
い
の
が

「
落
下
」
で
す
。

　
灰
皿
に
置
い
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

た
た
ば
こ
が
、
た
た
み
や
じ
ゅ
う
た

ん
に
落
ち
る
、
火
を
つ
け
た
ま
ま
持

ち
歩
い
て
い
た
た
ば
こ
の
火
が
落
ち

る
な
ど
、
た
ば
こ
火
災
の
約
二
割
は
、

「
落
下
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

建物火災の主な出火原因と経遇

（昭和56年中1

火
災
に
結
び
つ
く

三
つ
の
パ
タ
ー
ン

　
た
ば
こ
が
出
火
原
因
の
第
一
位
と

言
っ
て
も
、
正
し
く
喫
煙
し
て
い
れ

ば
何
も
心
配
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。　

た
ば
こ
が
火
災
に
結
び
っ
く
の
は

「
投
げ
捨
て
」
　
「
落
下
」
　
「
消
し
忘

れ
」
の
と
き
で
、
こ
の
三
つ
が
た
ば

姦
蟹愈＆

　
イ
ラ
イ
ラ
す
る
と
た
ば
こ
の
量
が

増
え
る
、
忙
し
い
時
ほ
ど
た
く
さ
ん

の
た
ば
こ
を
吸
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
が
危
な
い
の
で
す
。

　
何
本
も
何
本
も
吸
っ
て
い
る
う
ち

消
し
た
か
消
さ
な
い
か
を
忘
れ
、
そ

の
ま
ま
席
を
立
っ
て
し
ま
う
。
た
ば

こ
火
災
の
う
ち
三
番
目
に
多
い
の
は

「
消
し
忘
れ
」
で
す
。
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難灘難難灘難

　
消
防
署
（
分
遣
所
）
で
は
、
訓
練
を
受
け
た
専
門
の
知
識
を
持
つ
救
急

隊
員
が
二
十
四
時
間
い
つ
で
も
出
動
で
き
る
態
勢
を
と
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
実
情
に
も
と
づ
い
た
出
動
計
画
を
事
前
に
立
て
る
な
ど
し
て
、

よ
り
速
く
効
果
的
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
研
究
と
訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
や
急
病
な
ど
思
わ
ぬ
事
態
に
出
ム
ロ
っ
た
と
き
は
、
救
急
車
の

助
け
を
借
り
る
の
が
よ
い
で
し
よ
う
。

救
急
車
を
呼
ぶ
と
き

　
一
一
九
番
が
通
じ
た
ら
、
次
の
こ

と
を
落
ち
着
い
て
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

ω
「
救
急
」
と
「
火
災
」
の
区
別
。

　
（
一
一
九
番
は
、
救
急
車
を
呼
ぶ

　
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

ω
来
て
欲
し
い
場
所
の
住
所
と
、

　
の
目
標
と
な
る
建
物
な
ど
。

そ

　
（
自
宅
の
電
話
口
に
住
所
な
ど
を

　
書
い
て
お
く
と
便
利
で
す
）

㈹
事
故
や
病
気
の
種
類
。

ト

蜜碓
で第考つセ脇

4f

㈲
患
者
の
数
、
年
齢
、
性
別
。

㈲
患
者
の
容
態
（
意
識
が
な
い
、
呼

　
吸
が
な
い
な
ど
）

救
急
車
が

　
　
　
到
着
す
る
ま
で

　
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
、
で

き
れ
ば
次
の
こ
と
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

ω
必
要
な
応
急
手
当
て
を
続
け
る
。

⑭
保
険
証
を
準
備
す
る
。

⑬
救
急
車
を
誘
導
す
る
た
め
に
表
通

　
り
に
出
る
。

㈲
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
連
絡
す
る

必
要
の
あ
る
病
気
の
場
合
は
、

ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
が

　
　
到
着
し
た
ら

救
急
車
が
到
着
し
た
ら
、

す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
救
急
隊

員
に
次
の
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

ω
到
着
す
る
ま
で
の
患
者
の
容
態
。

㈹
施
し
た
応
急
手
当
の
内
容
。

⑥
持
病
が
あ
れ
ば
そ
の
病
名
。

㈲
連
絡
の
と
れ
た
病
院
の
名
。

救
急
車
を

　
　
呼
ぶ
前
に

　
一
一
九
番
を
回
す
前
に
、
救
急
車

が
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
次
の
よ
う
な
人
は
救
急

車
の
利
用
を
見
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
緊
急
に
運
ぶ
必
要
の
な
い
人
。

▼
家
庭
内
な
ど
で
起
こ
っ
た
事
故
や

　
病
気
で
、
タ
ク
シ
ー
や
マ
イ
カ
ー

　
を
使
っ
て
運
べ
る
人
。

▼
伝
染
病
や
精
神
病
の
診
察
ま
た
は

　
治
療
を
受
け
る
人
。

　
（
ま
ず
、
保
健
所
へ
連
絡
し
ま
し

　
ょ
う
）

▼
酒
を
飲
ん
で
酔
っ
て
い
る
だ
け
の

　
人
。
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最終回健康づくりの食生活

●手づくり料理を見直そう

　わたしたちの食生活は、食料不足の時代か

ら満ち足りた時代へと変化してきました。食

料品店の店頭には、さまざまな食品が並べら

れ、好きなものを選んで食べられるようにな

っています。

　特に最近では、インスタント食品、半調理

済食品、レトルト食品（加熱調理済食品）、冷

凍食品などの加工食品がたくさん出回るよう

になりました。

　このように豊富な食品に囲まれて、わたし

たちの食生活の方も豊かになってきたかとい

うと、首をかしげざるを得ません。

　近ごろの家庭料理は「カーチャンハヤスメ」

と言われています。これは家庭で喜ばれる料

理名の最初の文字をつづった言葉です。

　「カ」はカレーライス、「チャン」はチャー

ハン、「ハ」はハンバーグ、「ヤ」は焼きそば、

「ス」はスパゲティ、「メ」は目玉焼き一一。

手数のかかる料理が敬遠され、簡単に作って

食べられる加工食品の普及が、この言葉に表

れています。

　味の伝承は、家庭料理で行われてきました。

いわゆる「おふくろの味」が、親から子へと

伝えられる各家庭の“持ち味”だったのです。

食品の持ち味を生かし、捨てる部分がほとん

どないほど材料を効率よく使っているのが、

「おふくろの味」といわれている料理です。

　「カーチャンハヤスメ」から「おふくろの

味」へ一一もう一度、手づくり料理のよさを

見直してみてはいかがですか？
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春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　
　
　
　
　
2
月
28

日
～
3
月
1
3
日

　
人
類
が
火
を
利
用
し
始
め
て
か
ら
五
十
万
年
と
も
百
四
十
万
年
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
，
最
も
火
に
親
し
ん
で
い
る
の
は
「
愛
煙
家
」
で
し
ょ

う
。
彼
ら
の
ボ
ケ
ッ
ト
に
は
、
必
ず
マ
ッ
チ
か
ラ
イ
9
1
が
入
っ
て
い
る

は
ず
で
す
。

　
自
分
で
は
た
ば
こ
を
吸
わ
な
く
て
も
、
知
り
合
い
に
は
、
た
ば
こ
を
吸

う
人
が
い
る
で
し
ょ
う
。
愛
煙
家
の
い
る
お
か
げ
で
、
た
ば
こ
は
わ
た
し

た
ち
に
い
ち
ば
ん
身
近
な
火
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
そ
の
た
ば
こ
、
吸
い
過
ぎ
は
健
康
に
良
く
な
い
と
か
、
煙
害

だ
と
か
”
悪
者
”
扱
い
さ
れ
て
い
ま
す
が
，
そ
の
ほ
か
に
も
免
れ
よ
う
の

な
い
罪
を
一
つ
犯
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
火
災
の
第
一
位
に
「
た
ば
こ
」

が
原
因
と
な
る
こ
と
で
す
。

．

幾
災
原
園
、
た
、
こ
カ
ト
ツ
、

　
昭
和
五
十
六
年
中
に
発
生
し
た
火

災
を
出
火
原
因
別
に
見
る
と
、
第
一

位
は
「
た
ば
こ
」
で
以
下
「
火
遊
び
」

「
た
き
び
」
の
順
で
す
。

　
こ
の
う
ち
「
た
ば
こ
」
に
よ
る
火

災
の
数
は
、
毎
年
火
災
全
体
の
十
～

十
四
％
を
占
め
ま
す
。

　
毎
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
は
、

空
気
が
乾
燥
し
風
も
強
い
た
め
、
ふ

だ
ん
な
ら
立
ち
消
え
に
な
っ
て
し
ま

う
よ
う
な
小
さ
な
火
で
も
、
火
災
に

つ
な
が
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
た
ば
こ
は
炎
を
上
げ
て
燃
え
ま
せ

ん
が
、
一
度
火
が
つ
く
と
そ
の
ま
ま

で
も
七
百
か
ら
八
百
度
の
温
度
を
保

っ
て
く
す
ぶ
り
続
け
ま
す
。

　
た
ば
こ
を
吸
う
人
も
吸
わ
な
い
人

も
、
豆
粒
ぐ
ら
い
の
火
と
あ
な
ど
ら

ず
に
、
た
ば
こ
に
は
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

こ
に
よ
る
火
災
の
八
十
五
％
を
占
め

ま
す
。

　
た
ば
こ
が
原
因
と
な
っ
た
火
災
で

い
ち
ば
ん
多
い
の
が
「
投
げ
捨
て
」

に
よ
る
も
の
で
約
六
割
で
す
。

　
周
り
に
燃
え
る
も
の
は
何
も
な
い

と
思
っ
て
も
、
風
に
吹
か
れ
て
転
が

っ
て
い
っ
た
り
、
踏
ん
で
消
し
た
つ

も
り
で
も
く
す
ぶ
っ
て
い
た
り
し
て

危
険
で
す
。
た
ば
こ
の
吸
い
殼
は
必

す
灰
皿
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

「
投
げ
捨
て
」
に
次
い
で
多
い
の
が

「
落
下
」
で
す
。

　
灰
皿
に
置
い
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

た
た
ば
こ
が
、
た
た
み
や
じ
ゅ
う
た

ん
に
落
ち
る
、
火
を
つ
け
た
ま
ま
持

ち
歩
い
て
い
た
た
ば
こ
の
火
が
落
ち

る
な
ど
、
た
ば
こ
火
災
の
約
二
割
は
、

「
落
下
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

建物火災の主な出火原因と経遇

（昭和56年中1

火
災
に
結
び
つ
く

三
つ
の
パ
タ
ー
ン

　
た
ば
こ
が
出
火
原
因
の
第
一
位
と

言
っ
て
も
、
正
し
く
喫
煙
し
て
い
れ

ば
何
も
心
配
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。　

た
ば
こ
が
火
災
に
結
び
っ
く
の
は

「
投
げ
捨
て
」
　
「
落
下
」
　
「
消
し
忘

れ
」
の
と
き
で
、
こ
の
三
つ
が
た
ば

姦
蟹愈＆

　
イ
ラ
イ
ラ
す
る
と
た
ば
こ
の
量
が

増
え
る
、
忙
し
い
時
ほ
ど
た
く
さ
ん

の
た
ば
こ
を
吸
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
が
危
な
い
の
で
す
。

　
何
本
も
何
本
も
吸
っ
て
い
る
う
ち

消
し
た
か
消
さ
な
い
か
を
忘
れ
、
そ

の
ま
ま
席
を
立
っ
て
し
ま
う
。
た
ば

こ
火
災
の
う
ち
三
番
目
に
多
い
の
は

「
消
し
忘
れ
」
で
す
。
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難灘難難灘難

　
消
防
署
（
分
遣
所
）
で
は
、
訓
練
を
受
け
た
専
門
の
知
識
を
持
つ
救
急

隊
員
が
二
十
四
時
間
い
つ
で
も
出
動
で
き
る
態
勢
を
と
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
実
情
に
も
と
づ
い
た
出
動
計
画
を
事
前
に
立
て
る
な
ど
し
て
、

よ
り
速
く
効
果
的
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
研
究
と
訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
や
急
病
な
ど
思
わ
ぬ
事
態
に
出
ム
ロ
っ
た
と
き
は
、
救
急
車
の

助
け
を
借
り
る
の
が
よ
い
で
し
よ
う
。

救
急
車
を
呼
ぶ
と
き

　
一
一
九
番
が
通
じ
た
ら
、
次
の
こ

と
を
落
ち
着
い
て
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

ω
「
救
急
」
と
「
火
災
」
の
区
別
。

　
（
一
一
九
番
は
、
救
急
車
を
呼
ぶ

　
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

ω
来
て
欲
し
い
場
所
の
住
所
と
、

　
の
目
標
と
な
る
建
物
な
ど
。

そ

　
（
自
宅
の
電
話
口
に
住
所
な
ど
を

　
書
い
て
お
く
と
便
利
で
す
）

㈹
事
故
や
病
気
の
種
類
。

ト

蜜碓
で第考つセ脇

4f

㈲
患
者
の
数
、
年
齢
、
性
別
。

㈲
患
者
の
容
態
（
意
識
が
な
い
、
呼

　
吸
が
な
い
な
ど
）

救
急
車
が

　
　
　
到
着
す
る
ま
で

　
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
、
で

き
れ
ば
次
の
こ
と
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

ω
必
要
な
応
急
手
当
て
を
続
け
る
。

⑭
保
険
証
を
準
備
す
る
。

⑬
救
急
車
を
誘
導
す
る
た
め
に
表
通

　
り
に
出
る
。

㈲
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
連
絡
す
る

必
要
の
あ
る
病
気
の
場
合
は
、

ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
が

　
　
到
着
し
た
ら

救
急
車
が
到
着
し
た
ら
、

す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
救
急
隊

員
に
次
の
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

ω
到
着
す
る
ま
で
の
患
者
の
容
態
。

㈹
施
し
た
応
急
手
当
の
内
容
。

⑥
持
病
が
あ
れ
ば
そ
の
病
名
。

㈲
連
絡
の
と
れ
た
病
院
の
名
。

救
急
車
を

　
　
呼
ぶ
前
に

　
一
一
九
番
を
回
す
前
に
、
救
急
車

が
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
次
の
よ
う
な
人
は
救
急

車
の
利
用
を
見
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
緊
急
に
運
ぶ
必
要
の
な
い
人
。

▼
家
庭
内
な
ど
で
起
こ
っ
た
事
故
や

　
病
気
で
、
タ
ク
シ
ー
や
マ
イ
カ
ー

　
を
使
っ
て
運
べ
る
人
。

▼
伝
染
病
や
精
神
病
の
診
察
ま
た
は

　
治
療
を
受
け
る
人
。

　
（
ま
ず
、
保
健
所
へ
連
絡
し
ま
し

　
ょ
う
）

▼
酒
を
飲
ん
で
酔
っ
て
い
る
だ
け
の

　
人
。

【9】1””1”II””1”1”1””””””1””1”1”II”1”“III”“”il”””Ill川1”II”1””1””1”1”1””

最終回健康づくりの食生活

●手づくり料理を見直そう

　わたしたちの食生活は、食料不足の時代か

ら満ち足りた時代へと変化してきました。食

料品店の店頭には、さまざまな食品が並べら

れ、好きなものを選んで食べられるようにな

っています。

　特に最近では、インスタント食品、半調理

済食品、レトルト食品（加熱調理済食品）、冷

凍食品などの加工食品がたくさん出回るよう

になりました。

　このように豊富な食品に囲まれて、わたし

たちの食生活の方も豊かになってきたかとい

うと、首をかしげざるを得ません。

　近ごろの家庭料理は「カーチャンハヤスメ」

と言われています。これは家庭で喜ばれる料

理名の最初の文字をつづった言葉です。

　「カ」はカレーライス、「チャン」はチャー

ハン、「ハ」はハンバーグ、「ヤ」は焼きそば、

「ス」はスパゲティ、「メ」は目玉焼き一一。

手数のかかる料理が敬遠され、簡単に作って

食べられる加工食品の普及が、この言葉に表

れています。

　味の伝承は、家庭料理で行われてきました。

いわゆる「おふくろの味」が、親から子へと

伝えられる各家庭の“持ち味”だったのです。

食品の持ち味を生かし、捨てる部分がほとん

どないほど材料を効率よく使っているのが、

「おふくろの味」といわれている料理です。

　「カーチャンハヤスメ」から「おふくろの

味」へ一一もう一度、手づくり料理のよさを

見直してみてはいかがですか？
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身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ま
ざ
ま
な
優
遇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
護
措
置
が
あ
り
ま
す

　
手
帳
の
申
請
が
で
き
る
の
は
、
次

の
よ
う
な
障
害
の
あ
る
方
で
す
。

　
肢
体
が
不
自
由
な
方
、
視
覚
、
聴

覚
、
平
衡
感
覚
、
音
声
、
言
語
、
心

臓
、
じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能

に
障
害
を
持
つ
た
め
に
、
永
続
し
て

か
つ
著
し
く
日
常
生
活
に
制
限
を
受

け
て
い
る
十
八
歳
以
上
の
方
で
す
。

　
申
請
は
、
医
師
の
診
断
書
と
申
請

書
、
本
人
の
写
真
二
枚
を
添
え
、
役

場
の
福
祉
係
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

　
町
、
福
祉
事
務
所
を
経
由
し
、
県

で
障
害
程
度
を
審
査
し
身
体
障
害
者

福
祉
法
の
規
定
に
該
当
す
る
と
認
め

た
と
き
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

　
更
生
相
談

　
手
帳
が
交
付
さ
れ
る
と
、
福
祉
事

務
所
や
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
で

自
立
更
生
の
た
め
の
相
談
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
更
生
訓
練
費
の
支
給

　
更
生
訓
練
費
は
、
更
生
相
談
の
結

果
、
施
設
に
入
っ
た
り
、
通
い
な
が

ら
更
生
訓
練
を
受
け
る
場
合
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
更
生
医
療
の
給
付

　
更
生
医
療
の
給
付
は
、
治
療
を
受

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
障
害
の
程
度
が

軽
く
な
り
、
仕
事
や
日
常
活
動
能
力

が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
場
合
、
更
生
に
必
要
な
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
医
療
の
内
容
は
診
察
、
治
療
、
手

術
な
ど
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
入
院

も
で
き
ま
す
。

　
補
装
具
の
交
付
・
修
理

　
盲
人
安
全
つ
え
、
補
聴
器
、
義
肢

車
い
す
、
歩
行
補
助
つ
え
な
ど
の
補

装
具
の
交
付
や
修
理
が
受
け
ら
れ
ま

す
。　

そ
の
ほ
か
所
得
税
、
住
民
税
、
相

続
税
、
物
品
税
、
自
動
車
税
、

事
業
税
に
つ
い
て
の
優
遇
措
置
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
国
鉄
運
賃
に
つ
い

て
も
「
身
体
障
害
者
旅
客
運
賃
割
引

規
則
」
に
よ
っ
て
、
旅
客
運
賃
の
割

引
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
内
で
は
一
級
か
ら
六
級
ま
で
百

十
四
人
が
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
う
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
福
祉
係
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　　係　交で　の割つも関’　れの義　　入’す療め能度を
　　に　付百　割引いあ税相　ま補肢　　院手。をら力が受
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電
話
教
室
で

エ
チ
ケ
ッ
ト
を
知
ろ
う

　
現
在
、
日
本
の
加
入
電
話
数
は
四

千
二
十
八
万
台
、
世
界
第
二
位
の
電

話
王
国
で
す
。

　
し
か
し
、
年
々
高
ま
る
電
話
普
及

率
と
は
裏
腹
に
、
最
近
の
若
い
人
た

ち
、
特
に
職
場
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン

は
電
話
の
応
対
が
苦
手
な
よ
う
で
す
。

例
え
ば
、
ベ
ル
が
鳴
っ
て
も
だ
れ
か

が
出
る
の
を
待
っ
て
い
る
“
電
話
恐

怖
症
患
者
”
や
基
本
的
な
電
話
の
マ

ナ
ー
を
心
得
て
い
な
い
人
が
意
外
に

多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
日
本
電
信

電
話
公
社
で
は
、
正
し
い
電
話
の
知

識
と
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
普
及
を
目
指
し
、

全
国
各
地
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

る
「
電
話
教
室
」
を
無
料
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ミニ電話コーナー設置

　
　
局

　
　
話

山
　
電

之
　
報

松
　
電

　
電
報
電
話
局
で
は
営
業
窓
口
に
、

便
利
な
電
話
や
新
し
い
電
話
な
ど
十

五
種
二
十
五
台
の
電
話
機
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

　
手
で
ふ
れ
て
！
た
め
し
て
！
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
の
お
い
で
を
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

お
も
な

　
　
展
示
電
話
機

○
カ
一
フ
フ
ル
な

　
　
　
　
ー
カ
一
フ
ー
電
話

○
ド
ア
ホ
ン
も
つ
け
ら
れ
る

　
　
　
　
ー
ホ
ー
ム
テ
レ
ホ
ン

○
ピ
ポ
パ
の

　
　
　
　
　
ー
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン

○
絵
や
文
字
を
送
る

　
　
　
ー
電
話
フ
ァ
ッ
ク
ス

o
立
日
が
十
八
倍

　
　
　
1
め
い
り
ょ
・
つ

○
手
の
中
で
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
ー
ミ
ニ
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン

○
小
さ
な
主
役

　
　
　
　
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
ン
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銃砲刀剣類登録審査会

4月15日．上越市厚生南会館

▽
日
　
時

　
四
月
十
五
日
（
金
）

　
午
前
十
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で
α

　
た
だ
し
、
受
付
は
午
後
二
時
半
ま

　
で
。

▽
会
　
場

　
上
越
市
本
城
町

　
上
越
市
厚
生
南
会
館

▽
持
参
す
る
も
の

○
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀

　
剣
類
。

○
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
出
受
理
証
。

　
（
所
轄
警
察
署
発
行
）

○
登
録
手
数
料

　
一
件
に
つ
き
　
　
四
、
五
〇
〇
円

　
（
新
潟
県
収
入
証
紙
で
納
入
す
る
）

労働保険の年度更新

4月1日力’ら5月16日まで

労
働
保
険
の
保
険
料
は
、
事
業
主

が
自
主
的
に
申
告
・
納
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
昭
和
五
十
八
年
度
の
労
働
保
険
料

の
申
告
と
納
付
の
受
付
け
が
四
月
一

日
か
ら
五
月
十
六
日
ま
で
行
な
わ
れ

ま
す
。
お
早
め
に
保
険
料
申
告
書
に

保
険
料
を
添
え
て
、
銀
行
、
郵
便
局
、

労
働
基
準
監
督
署
、
労
働
基
準
局
に

提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
各
労
働
基
準
監
督
署
で
は
、

四
月
か
ら
五
月
に
説
明
会
ま
た
は
、

記
入
指
導
会
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
概
算
、
確
定
保
険
料
申
告
書
は
三

月
下
旬
ご
ろ
各
事
業
主
に
郵
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
期
限
内
の
申
告
を
お
忘

れ
な
く
。
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．」

バイク・耕運機の

0
、

廃車・譲渡

幽
さ
の
ロ
き

頚
＼
嗣

、
　
　
　
　
　
　
り
曾
甲

瀕ヤ

瑠

　
廃
車
・
譲
渡
し
た
バ
イ
ク
・
耕
運

機
は
、
役
場
の
税
務
係
へ
四
月
一
日

迄
に
手
続
き
さ
れ
な
い
と
軽
自
動
車

税
を
課
せ
ら
れ
ま
す
。

廃
車
の
場
ム
・
は

　
ナ
ン
バ
ー
・
印
か
ん
を

譲
渡
の
場
ム
・
は

　
印
か
ん
を
持
参
下
さ
い

　
詳
し
く
は
役
場
税
務
係
へ
電
話
し

て
下
さ
い
。
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身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ま
ざ
ま
な
優
遇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
護
措
置
が
あ
り
ま
す

　
手
帳
の
申
請
が
で
き
る
の
は
、
次

の
よ
う
な
障
害
の
あ
る
方
で
す
。

　
肢
体
が
不
自
由
な
方
、
視
覚
、
聴

覚
、
平
衡
感
覚
、
音
声
、
言
語
、
心

臓
、
じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能

に
障
害
を
持
つ
た
め
に
、
永
続
し
て

か
つ
著
し
く
日
常
生
活
に
制
限
を
受

け
て
い
る
十
八
歳
以
上
の
方
で
す
。

　
申
請
は
、
医
師
の
診
断
書
と
申
請

書
、
本
人
の
写
真
二
枚
を
添
え
、
役

場
の
福
祉
係
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

　
町
、
福
祉
事
務
所
を
経
由
し
、
県

で
障
害
程
度
を
審
査
し
身
体
障
害
者

福
祉
法
の
規
定
に
該
当
す
る
と
認
め

た
と
き
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

　
更
生
相
談

　
手
帳
が
交
付
さ
れ
る
と
、
福
祉
事

務
所
や
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
で

自
立
更
生
の
た
め
の
相
談
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
更
生
訓
練
費
の
支
給

　
更
生
訓
練
費
は
、
更
生
相
談
の
結

果
、
施
設
に
入
っ
た
り
、
通
い
な
が

ら
更
生
訓
練
を
受
け
る
場
合
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
更
生
医
療
の
給
付

　
更
生
医
療
の
給
付
は
、
治
療
を
受

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
障
害
の
程
度
が

軽
く
な
り
、
仕
事
や
日
常
活
動
能
力

が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
場
合
、
更
生
に
必
要
な
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
医
療
の
内
容
は
診
察
、
治
療
、
手

術
な
ど
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
入
院

も
で
き
ま
す
。

　
補
装
具
の
交
付
・
修
理

　
盲
人
安
全
つ
え
、
補
聴
器
、
義
肢

車
い
す
、
歩
行
補
助
つ
え
な
ど
の
補

装
具
の
交
付
や
修
理
が
受
け
ら
れ
ま

す
。　

そ
の
ほ
か
所
得
税
、
住
民
税
、
相

続
税
、
物
品
税
、
自
動
車
税
、

事
業
税
に
つ
い
て
の
優
遇
措
置
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
国
鉄
運
賃
に
つ
い

て
も
「
身
体
障
害
者
旅
客
運
賃
割
引

規
則
」
に
よ
っ
て
、
旅
客
運
賃
の
割

引
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
内
で
は
一
級
か
ら
六
級
ま
で
百

十
四
人
が
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
う
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
福
祉
係
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　　係　交で　の割つも関’　れの義　　入’す療め能度を
　　に　付百　割引いあ税相　ま補肢　　院手。をら力が受
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電
話
教
室
で

エ
チ
ケ
ッ
ト
を
知
ろ
う

　
現
在
、
日
本
の
加
入
電
話
数
は
四

千
二
十
八
万
台
、
世
界
第
二
位
の
電

話
王
国
で
す
。

　
し
か
し
、
年
々
高
ま
る
電
話
普
及

率
と
は
裏
腹
に
、
最
近
の
若
い
人
た

ち
、
特
に
職
場
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン

は
電
話
の
応
対
が
苦
手
な
よ
う
で
す
。

例
え
ば
、
ベ
ル
が
鳴
っ
て
も
だ
れ
か

が
出
る
の
を
待
っ
て
い
る
“
電
話
恐

怖
症
患
者
”
や
基
本
的
な
電
話
の
マ

ナ
ー
を
心
得
て
い
な
い
人
が
意
外
に

多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
日
本
電
信

電
話
公
社
で
は
、
正
し
い
電
話
の
知

識
と
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
普
及
を
目
指
し
、

全
国
各
地
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

る
「
電
話
教
室
」
を
無
料
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ミニ電話コーナー設置

　
　
局

　
　
話

山
　
電

之
　
報

松
　
電

　
電
報
電
話
局
で
は
営
業
窓
口
に
、

便
利
な
電
話
や
新
し
い
電
話
な
ど
十

五
種
二
十
五
台
の
電
話
機
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

　
手
で
ふ
れ
て
！
た
め
し
て
！
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
の
お
い
で
を
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

お
も
な

　
　
展
示
電
話
機

○
カ
一
フ
フ
ル
な

　
　
　
　
ー
カ
一
フ
ー
電
話

○
ド
ア
ホ
ン
も
つ
け
ら
れ
る

　
　
　
　
ー
ホ
ー
ム
テ
レ
ホ
ン

○
ピ
ポ
パ
の

　
　
　
　
　
ー
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン

○
絵
や
文
字
を
送
る

　
　
　
ー
電
話
フ
ァ
ッ
ク
ス

o
立
日
が
十
八
倍

　
　
　
1
め
い
り
ょ
・
つ

○
手
の
中
で
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
ー
ミ
ニ
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン

○
小
さ
な
主
役

　
　
　
　
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
ン

”1”””1”1”　【11】lll””1””1”1”llllll”II”lli”II””lllllll”1”ll“1”””ll”“”1”llII“1”lll””III””1“ll”lll”II”II””1””“1””1”1””“1”1”II”””IIll広報まつのやま　Nα851””1”””1”lll”

銃砲刀剣類登録審査会

4月15日．上越市厚生南会館

▽
日
　
時

　
四
月
十
五
日
（
金
）

　
午
前
十
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で
α

　
た
だ
し
、
受
付
は
午
後
二
時
半
ま

　
で
。

▽
会
　
場

　
上
越
市
本
城
町

　
上
越
市
厚
生
南
会
館

▽
持
参
す
る
も
の

○
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀

　
剣
類
。

○
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
出
受
理
証
。

　
（
所
轄
警
察
署
発
行
）

○
登
録
手
数
料

　
一
件
に
つ
き
　
　
四
、
五
〇
〇
円

　
（
新
潟
県
収
入
証
紙
で
納
入
す
る
）

労働保険の年度更新

4月1日力’ら5月16日まで

労
働
保
険
の
保
険
料
は
、
事
業
主

が
自
主
的
に
申
告
・
納
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
昭
和
五
十
八
年
度
の
労
働
保
険
料

の
申
告
と
納
付
の
受
付
け
が
四
月
一

日
か
ら
五
月
十
六
日
ま
で
行
な
わ
れ

ま
す
。
お
早
め
に
保
険
料
申
告
書
に

保
険
料
を
添
え
て
、
銀
行
、
郵
便
局
、

労
働
基
準
監
督
署
、
労
働
基
準
局
に

提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
各
労
働
基
準
監
督
署
で
は
、

四
月
か
ら
五
月
に
説
明
会
ま
た
は
、

記
入
指
導
会
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
概
算
、
確
定
保
険
料
申
告
書
は
三

月
下
旬
ご
ろ
各
事
業
主
に
郵
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
期
限
内
の
申
告
を
お
忘

れ
な
く
。

君
喋

　
　
　
　
　
も

、
　
殉

ガ
，

や
ゆ
．

物さ

畷
》

　
　
　
　
』

む
ヤ

　
＼’－

蝿
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

　
　
　
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
〆
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

，
∩
ご

　
、
　
じ
ー
ご

0
　
　
　
　
　
　
9
　
～

’
．
4

’△製1

　
　
　
　
　
ノ

鵯
ぱ
＼

，
，
片
k
，

　
セ

　
［

魁

り
－
亡
ん

ξ報
　いノ

趣．．

ノ㌧一

瀞／
畷卿

　
　
　
　
歪
・

’
論
蘭
．」

バイク・耕運機の

0
、

廃車・譲渡

幽
さ
の
ロ
き

頚
＼
嗣

、
　
　
　
　
　
　
り
曾
甲

瀕ヤ

瑠

　
廃
車
・
譲
渡
し
た
バ
イ
ク
・
耕
運

機
は
、
役
場
の
税
務
係
へ
四
月
一
日

迄
に
手
続
き
さ
れ
な
い
と
軽
自
動
車

税
を
課
せ
ら
れ
ま
す
。

廃
車
の
場
ム
・
は

　
ナ
ン
バ
ー
・
印
か
ん
を

譲
渡
の
場
ム
・
は

　
印
か
ん
を
持
参
下
さ
い

　
詳
し
く
は
役
場
税
務
係
へ
電
話
し

て
下
さ
い
。
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国字を探そう

フか

　　　　　　　　　　　　　　　■漢字というのは　中国で生まれて、日本に入
　　．鴛磯　　ってきた文字の乏とです。ところカ｛、、日本で

　　　　　　　　　　　　　　　　生まれた’漢字ケというものがあリ、これを

　　　　　　　　　　　　　　　　「国字」または「和字」といいます。

回お寿司屋さんの湯のみ茶わんやのれんには、

ぐ
℃

．
釜
騨

。
　
。
・
．
。
・
．

・
蚕

、
漢
惇
ノ ，

．
・
。
・

へ
凋

ク鷺

　鰭（しゃち）鰯（いわし）鱈（はたはた）な

　どの文字があります。これは国字です。また、

　峠、働、躾（しつけ）も国字の仲間です。

圖弱い魚だから鰯、雷の鳴る季節にとれるから

　鱈、山に登り下るところだから峠・…・・という

わけです。

回国字は、日本人が考えだしたもので、中国人

　には通用しません。日本人は創造力がありま

　すネ。

建
築
物
防
災
指
導
週
問

　
　
　
　
　
　
三
月
七
日
～
十
三
日

　
　
　
防
火
対
策
の
再
点
検
を

▼
廊
下
や
階
段
、
出
入
口
な
ど
が
整

理
さ
れ
、
い
つ
で
も
使
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。

▼
増
．
改
築
な
ど
に
よ
っ
て
、
建
築

当
初
の
安
全
性
が
低
下
し
て
い
な
い

か
。▼

防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
安

全
確
保
の
た
め
の
施
設
が
き
ち
ん
と

作
動
す
る
か
ど
う
か
。

　　　叢

松

3
欝
嬢
，
癩
盆
）
、
擁
簾
都
禽
敏

黍
難
籍
釜
撫
簸
妹
鐸
・

毎
遊
礫
、
麟
鍵
湯
本
出
轟
鎖

餅・鰹翻
鞭鍵蒙

2
月
に
あ
っ
た
行
事

8
日
　
議
会
総
務
民
生
委
員
会
正
副

　
　
　
委
員
長
合
同
会
議

H
日
　
松
之
山
ス
キ
i
大
会

13

日
　
名
古
屋
で
出
稼
者
リ
ー
ダ
ー

　
　
会
議

19

日
　
選
挙
管
理
委
員
会

20

日
　
地
区
ス
キ
ー
大
会
（
五
地
区
）

21

日
　
温
泉
委
員
会

22

日
　
所
得
税
の
納
税
相
談
（
2
5
日

　
　
　
ま
で
）

25

日
　
農
業
委
員
会
総
会

27

日
　
松
高
卒
業
式

　
　
東
京
で
出
稼
者
リ
ー
ダ
ー
会

　
　
議

28

日
　
民
生
委
員
協
議
会

戸
籍
の
明
暗
閣
一
月

□
・
つ
ぶ
声

津
端
　
理
英
（
松
之
山
・
薫
の
二
女
）

相
田
　
梨
香
（
松
之
山
・
久
一
の
長
女
）

小
野
塚
千
穂
（
東
川
・
勝
男
の
二
女
）

瀧
澤
　
瑠
美
（
天
水
越
・
宏
の
長
女
）

相
澤
美
智
代
（
小
谷
・
重
美
の
長
女
）

　
●

■
お
く
や
み

樋
口
　
豊
平
圃
（
兎
口
・
堂
の
下
）

田
邊
　
武
二
㈲
（
松
之
山
・
三
五
院
）

高
澤
シ
ト
シ
㈲
（
大
荒
戸
・
円
居
）

山
蛎
　
シ
ヨ
㈲
（
湯
本
・
玉
城
屋
）

高
橋
新
太
郎
⑯
（
天
水
島
・
ま
す
や
）

樋
口
　
正
平
㈲
（
兎
口
・
奥
出
）

小
野
塚
キ
セ
働
（
新
山
・
新
宅
）


